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及分類方 ヨ 流 、 ジ 濁 セ 質岩蓄
奈：ト J、 ノ 一 9 紋 JV プ 斗l.・ JV ノ 石 薮

、．



三〆 ヨ 十堵ス 第 J、 板米紫性バ長

アク 米段現四 ユ皆岩 ノ 決長 イ 石

往成 ーー 堆世紀 段 ノ 紫色 石 ト ノ

バシ 9 達積層屠 堆：閏 友凝 ーー 双雨

天磯 .7- 居 J、 積 礎 色 友属 品種

？：~ ノ 礎 一一 平 屠 ヨ 塊岩ス ヲ ーー

木大層主分担 ノ !) 朕 JV 魚介

炭 ナ J、 ト jl 壷 基成 ノ 堀モ ス属

ヲ ノV 石 三〆 ノv ±11! 底 ク凝切 ノ 又 三〆

挟 モ 英 プ ヲ 第磯褐友津 、累雨
、『、． ノ 粗脆 形 四屠銭岩 ノ 如帯 者、
其 ，」・、 面弱 作紀 ーー 鏡 一 ←F 主／ 構 J、

中径岩 ナ Lノ 層不質 三／ 流 造草

間 三安 ノZノ JV 整 物ア及 ヲ 品

一 十 山 浮 堵 会ニ走荒 示又
J、 糎岩石 段 一 プ 向川 .7- ..；・、

「

規以凝層 堆 被堅傾 一 モ カ

則上決 ヨ 積 覆ク 耕臨 ノ JV 

正 ーー ＊－王·~ タ 層 ーす 膝共 メ ア 、
手〆 及等成 、 レ 結 一 JV !) Jえ

．ク フ ノ !) I可 タ ヲT 測断 1首＿，，.. 

成 1字国 其 定 リ レ 定崖 光 ト

層石礎下 或 タ 三〆 一一 角双
三／ 層 ト 底 J、 ノV 難僅 其品
タ ノ 其 一 谷 堀 三〆 jJ 他 ヲ、．
ノν 貨問 ..；・、 底 切下 一一 ノ 潟

淡質 ヲ 礎 ーー 津部露 d性 ジ

禍 J、 填屠 狭 賛 J、 出 質後

色友充 ヲ 長 岩主ス ヨ 者ー

七 ノ 白 二え ｛宇 ナ 居 JV !) －，、

粘色 ノV ヒ JV ヲ ジ 厚 按多可．
士 ノ 石厚 平 ｛宇 プ サ ス ク

層浮英 サ f也 ヒ 桂二 JV J、
「

石砂六 上岩三ヲ ヲ 一ー ア

有 一 七 ナ 部粘十 中 JV 



:;r- セ 其 JV ジ 蓄石 現 ーー ス

ス フ 疋uヨzi ＝ε プ 葎英 世沈 JV

微 ν 質 ノ 其森粗 層積 :2 

細角 J、 ，＞、 一石面 三〆 ト

ナ 盛一南部英岩 主タ ア

ノV 股般方 ＿，・、 粗 ヲ JV 

’ 、
石 ヲ 一 進北西分 ジ モ 浮

英呈綾 カ 方岩 チ プ ノ 石

及 セ 密 ーー 前 プ 火 砂 ナ 層

長 !} ナ 平 山 石蓄石 礎 フ ごL

石 額 JV 坦方倉稜英 成 及 ン a，、

ノ微モ牽面森蓄 森粗 意占 僑

集 鏡蕃地ョ 石面 土 屠

合下積 ノ !} 薮英岩 石I-LI ヲ 又

臆 ニ 森下西森粗 9 ＿，，、

ヨ プ ノ ヲ 方銭面 成ー 急；
!} ＿，・、 南潜夜鉢岩 JV 激
成珪束 !} 鷹 ケ 及 ナ

JV 長 ヨ 荒森森赤 3ν 

モ 』正ti三Sf !} JI! 方 ノ 森 尖

往質石 ーー 面 山 流 減

えF ノ 倉沿 一 髄 紋 ヲ

石部森へ蹟 ヲ 友.，＿ヨSi 見

英分 ーー JV カ ナ ト 二九、
及 一 産断 !} Jえ ;:t. 恐、
長 プ ス 崖 克 白 フ

石 J、 JV ノ フ 色 ク

ノ 全 モ 基 ーー 桂 内
斑部 ノ 底其長 海

品 桂 川 部蓮岩 若 A 

ヲ 長甚 ーー 績質 ク

さ民九j谷M 友.，＿ヨ，i 三〆 露 ノ ，，、

.i.‘ 構ク 出 思岩 静

ノV 造破 セ J、石 水
:2 ヲ 砕

!} 
‘ JV ーー 中



火 三／ ク 示板 ーー 潟 ノ 赤 アジ イ 分 ト

1-IJ ク 流 セ 森移 セ 東森 9 タ ト ーー ア

岩畿放 JV 石化 方流 以分双 プ ク、
砕遺構淡英 セ モ ll.J 紋 上解 日回目 .＞、 石

屑 三／ 遺稿粗 9 春地岩 ノ 三〆 及稜英

ノ プ ーー 色面是木 ーー 外 プ J≪ 角 ノ

飛波 宮 ノ ＊－王I ヲ 津義主 徴絹帯頴 Jjf

沫朕 z‘ 現 頴上達 ト 量雲構著品

ヲ ヲ 火難同徴流 二え． 三J ノ 母 造 ナ J、

i昆是 山 質一鏡 ノ 一 う7 磁及 ヲ 9 多

も〆 三人 渡石 ナ 下 モ 般 赤．銭高示 ク

、7 ノV 球基 ノV 一世 ノ ーー 森 鏡陵 ジ 二え ，，、

、音E ヨ ヨ モ 槍 J、 白 ノ 粒土 中長 熔

流分 9 9 異ス 著色北 及 ノ 性石蝕

動 ト 成成珠ノV ジ 或宇 黒集曹 ＿，・、 ヲ

ヲ 本目 9 レ岩 ーー ク ＿，・、 首み 雲イト次長受

績互往 !) ，，、 塊攻淡 ヲ 母 f豊 長話 ケ

ケ ヲp与、 ベト 又石朕曝紅構 片 石朕魚

タ 錯流前英 ーー 質色成 ヲ 化乃 ノ 一
ノV ジ 朕記及 γ ーー 一 夕、 吉P.川.:.• ジ 至斜外

カ プ 構雨長 7 ミ／ 三〆 ノZノ よ‘ 微曹長形

如 角 遺岩石熔 プ プ モ 一 友 石 固

キ 護 ノ 種 ノ 岩其流其 新長及 f骨
駅紋比 ノ 瑳朕束理一 鮮 石正 ナ

態 ヲ 較 中 品 ヲ 部 ーー 苦E ナ 『ー 長 L〆

ヲ 成的 問 ト 是 一 富 ，，、 ノV 腐 石

有Z 三／ 号変鰹標 ;A ア
、、、 春 Z皮ス ーー モ

、．
其 木 藤正 角セ 粘達 ーー 式ノV J、 三〆

九

リ 籾 セ プ 的 モ 純上海 長長 プ 盤

鍍 ナ サ J、 異 ノ 然部 ヲ 石石前肢
物 JV JV 石珠 J、 タ J、 隔 ヲ ，.；・、 者 ヲ

成熔部 基 岩其ノV 熔 プ 合 多 J、 牙ri三

分岩分 J、 構構異岩 、
t‘ ク ア Jえ

一 流 著造法珠肢前 :::% .＞、 JV JY 

一｝氏 カ 著 ジ ヲ 替 岩 ヲ ~11 甚バ部



帯少示大又 的赤石 ナ 子宮及 ブ

構 ナ セ ナ 其 ナ 森英 ノV JV 『、、 角 .＞、

造 JV 9 JV 岩 ノV 石安 柱 バ蕃閃赤

ヲ 性石結質 火英 Lil 朕 イ 葎石森

示質英 晶 ＿，・、 山 安岩 結 森 ヨ 流

三〆 未 J 、 ノ 青岩山 モ 品 双石 ク 紋

其 詳何 集友頚岩亦 一 品英成岩

多 ノ L〆 合色肢 赤 三J 若粗 ヲ J 、

ク包 モ 瞳乃 ヲ 赤森 プ ク 面石聾

J、裏熔 ヨ 至示森石 石総 J、 岩英荻

中 物蝕 9 淡 γ ノ 英英色累 ノ J、森

s性 ヲ セ 成友大南安 安 ヲ 帯正性石

長有 フ 9 色髄宇 Lil 山主構長質英

石 セ
、

国部岩岩 造石普粗L〆 且 一一 三〆

一 9 他 ツ 三〆 壌 ヲ 及 多 ヲ ノ 通商

局長形石 プ ｝氏構元 色 ナ 京日 ナ -!t王, 

セ石粒基甚 ーー 成 山 a性 三／ ク 2ν 

9 J、 朕 一 号〆 三〆 る〆 石 著多麓 モ スJ 二、
、

其英 質攻ク又柱 ヲ 至 ク プ 手〆 ク

有朕魚 JV 結上露安 ク ＿，・、 三／ 環同

色 ーー ジ ・守 品部 出 山 誌曹タ 長 三〆
、

鋸 三〆 不 プ 度 ーー 商岩 色友 JV 石 カ

物 ア 規結 高於及 ノ 角 長 モ ＿，・、 フ

J、屡 則 日日目 ク ア 露二 閃石 ノ 無ス

或 バ争 ーー 質 其却天種 石 一一 ナ 色印
「

属＿，・、 ア 露L ーー 大 ヅ 掘 一 ーー 三／ 透 チ
「

属 斜明石オ ノV 走 三〆 音E プ 断分 セ

.>.; .>'. Jえ ア 分漏崖 タ Jえ !} 長不英

三〆 イ ノν 微 J 、 斗上 JV JV 又 石規攻

チ 裂花石版 ノ モ 角 J 、 則珠 。
ゼ双際 同 英 一 断 ノ 閃柱 ナ 長

日臼日 一岩及鏡面 ナ 石扶 JV 石

三〆 又沿構長大 J、 !} ＿，・、 ーー 裂斜

ヨ ＿，・、 ヒ 造石 セ 標 微 る〆 線 長

ど累 微 ヲ ノ !} 式 ィ、 プ ーー 石



ヲ 森 ノ 時 よ‘ 三〆 疋1-l:f v 石元如 属 i虫 ヲ

呈． 石 ナ 一一 JV プ 9 一 JJ_J ク セ ア ：旦＇＂＇~、
三／ 英 フ 累 ノ 流 i孟其 シ’ 石麓 9 ノV ケ

普粗 ン 一苛’UわE「' 、、、 朕 別岩 プ 英質 此菱 或
通商角構 ナ 事毒 ジ 質 鏡安 セ 外形 J、

輝岩 閃 造 9 浩難 ヨ 床 (J_J ノV f政 ヲ 誠仁

石 一日 石 ヲ 長 ノ 三〆 J ノ 疋玉 モ 量 刀＝ 泥

一 ー1lを J、 子I三 石号差 是見南 ノ ノ ジ 石

底 ケ 柱 よえ .... ・、 ユ、迂主；モ; ヲ レ 方 フじ ヲ 粒 よb 及

セ JV 面 モ 柱 セ 頴 J、 ーー 山 見 ｝吠較 方

9 モ ーー ノ 扶 ノν ．微斜度 J采 ス f軍 自句 解

ノ 弓三 ア ノ 攻鏡長 ク 鍍 石新 石

、:ff J 草環下流接事 ヲ 鰭． ノ

女日 ナ i百品質 ーー 紋達務 産

ク ノV 光又石検岩 γ 所 Jえ ノν 合

遜努角 J、 基 Jζ 質 蕃 F甘 JV 毛惜

質
「

ロ司 其 カ ヨ L〆 ナ 被近 :::% ノ

Jえ 著他 ノ・V J J 、 ノV 森 一 ト 一 化

ノV ジ ノ 、成石 モ 石炭 ア プ 三〆

＝ま ク ・t生 スノV 英屡英 ク J J 、 新
帯質 バ石長 Aシ *Jl 露 古車 著 鮮

ナ 紘 一 英石他面 出 石 ジ ナ

ジ 色 徴双 J、 角 ノ 去1-L三E． .A J 、 キ ノV
、

1軍 ーー .A 日Iヨ目 他 閃狩 ヲ ノV 一多 =E: 

石 事〆 ノV 及 形石石被 黄 般 色 ノ
「

白J、 プ ーー ア 粒及 ノ ヒ 一 性：J長
倣僅 中 ノV ；伏締破 平乃 新 ヲ 少

粒 ーー 性バ 一 石 坦至 鮮 有 ナ

朕 多 長 イ シ ノ ヲ 牽淡 一 手〆 :{・ 

ーー 色石 トア 斑 合地友 ジ 禍 よE

三〆 4性 ニ双僅 品 ー‘、． ノ 色 プ 色其． 
プ ヲ 届 品 一 一下塊 角 角 瞥t

淡示 コζ ヲ 是禍 見部 扶 閃 院j l百

黄 三〆 ノV 矯 ヲ 色 凝 ーー ノ 石 石 ....、

色 赤 司三 三〆 吉u；川ι・ ーー 友撰岩 ノ ーー 特



タ 号妻 、y ノ 品石 ノ 凝~ ＿，，、 ーー 堀 安

稀達波 ーー 大基 南 京 部 石 露 切 山

一一 セ 朕 ア ナ ヨ 方岩 一 倉 出 I畢岩

撒 !} 9 JV 9 一 ヲ 残森ス 主,..._ ーー

撹直 光 ラ モ 成及被存 ノ JV l勾 モ

石 市 ヲ .... ・、 ノ JV フ ヒ フ、 頂友岩亦

ヲ 光‘ ナ 中 J、 瑳岩 プ ノV 上総 堀

ヰ了 一 Jζ 央 其品 石墨 一 ーー 色堀切
Jえ 三〆 モ ーー タト ヲ J、 地週近又 -l}J 深
ノV プ ノ 至遺－ ナ 紫 ノ キ ク J、 津安 安

::r 多 ア ノV ーー セ 蘇 下ス 露陪 中 J_(J 山

色 9 ー守 近 ノV 輝 一是出 友流岩 -!tヨ，f 

ア 性理 プ キ 長石披 ジ 色及及

9 ヲ 品斯累石安 カ 反 高 ノ 下杉、
又 有 ヲ ノv，’￥11 LU 9 三〆 所熔流津

石 ジ 成包 J、 柱岩束低 一 ；；王， 一一 安

基 其ス 褒勝股 一 .... ・、 所於 一左’＇｝ Ill 
軸輝物 る〆 ノ 属 鹿 ーー プ ジ 床岩

ーー 色石 4 キ中 γ 倉於 J 、 プ 朕 ノ

.... ・、 .... ・、 モ 富 包性長西 プ 表其 ヲ 一一
甚帯亦 よ‘ 衰長石 J、 J、 面下魚種

タ 総柱 又物石及長康 ノ 一 ス ア

多色朕屡 ヲ 二輝木 ク プ〈 .... ・、 モ 9 

量 ヨ ヲ バシ 有 三／ 石村前部紫 ノ

成
「

記分友及ノ ヲ ア ス 7 ／々
微淡 三〆 JV レ 普瑳界元削色杉

粒禍柱 ,.,. 通品 山 限 凝 探

朕 色面 イ モ 累 ン 石 サ 友西
. ＇・ ー央・＂＇＂・ノ 一 一 結 ；.~y. 毛 ネ レ 岩方

磁鑓平双 品椛隠 ノV 安僅 ヲ '-'-' 
鋭 化行 rl?1 ノ 造状 m LU カ ｛宇抗I!

鋸ス ナ ヲ ヲ ヲ 近岩 ーー フ ノ. 
；%南及 奈l，其頂ヲ 此ノV ナ ナ ナ

合外勢 ジ JV フ、 ス J、 赤面 ー上

メ 甚開且 モ 結ノv 鴇森 ノ 部部



シ ヨ Jjヨaf シ 以 中届 ノ 岩杉 リ

ク 9 ア 露 上 ノ ジ 珪E石器

異 見 9 天 各 裂輝 日日日 一 安、
レ ブ 其掘 種 憐石 τ／ ,,, 
ノV 同j 上 ノ ;{ R王, J 、 J 、 ヨ プ ョ：r

赤岩 一 東 石 通無 ソ 頴

森居 J 、 側本日 例色成 微杉

凝 ノ 是 断互 複 粒ノV 鏡 I翠
友問 ヲ 崖ー ノ 各 屈 朕長下 ノ

岩 一 被 ノ 開 石>.11 折 一 石 一 上

ア ....、 ヒ 北係 石 4氏 ジ J 、 プ 流

9 一北 半 J、
本日

ヰー プ 屡 J、 露
本 紘詮

、
ノ 方 ーー 最 バシ 殆天

互
「

:B・ 不 ー プ モ 泥輝 ア コノ 抑品

石整傾 J、 良 ノ 石 石 JV ノ

J、 合奈：｝ 最 ク
隠自

質 バ 完米

w ア セ 下露 ヨ 1A 乙 イ Jli 1nu 
森 JV 1V 一 天 係 9 ぅ邑 質等

角 ::r 赤殆掘 プ 輝 双 一
蛍t 森 ン 及 硝石品 シ 左p.王I 

石，＿，，「 明 fII 1－・ 堀 サ 一 ヲ プ 服

及 ナ 盤水切 レ ヰ日 示輝 ヲ

:;.n 主4 !) 岩手津 タ 'ti1 ス 事主 ナ

ヲ 赤 ア ノ !} 二九 柱岩 3ζ 

貫 森 .9 近断 是朕構黒

ケ 角 其 ク 犀 等結 治色

ノV E詮 露 露 一一 結品 ヲ 若

杉岩出 出 プ 日臼日 ヲ ,l£: ク

J日1mゐ ノ j[Jf 三ζ タ羽 ノ 成 フ、 J、

安 上 JV Jν 問 ジ ;iノ 暗

II I ーー ーJ人、~￥ ::r 隙 曹石総

TI- J、 ケ 叫古廿正 ト 又友基色

ノ 岩 ノV 森 ヲ ，，、 長 話k
岩質；伏 角符 結 石 長 密

！ほ甚 j邑強 ，、、 Jf1 一 石 ノ



露 モ ｝伏 キ .；・、 番高 JV 珠於 フ E壁、露岩 ノ

天 ノ ヲ JV ツ モ *' 玉I プ ア、 岩天 ノ 官。
抑a ア ナ 与T 、プ 赤中 J、 其 ヲ 掘上 磨

匹i 9 ヨノ 及 モ 露森 一却撹貫東部面

制f ~ri プ 露激天石岩 ツ 界 キ 7部 J、 上

ノ チ 来天 三〆 掘英頚 プ ノ 近 i翫 角 ーー

断 石 レ 掘 三T ノ 安朕赤一入庄 賢 ;fJ1{

Hi 君主 タ ノ 鎮西 山 ヲ 森部 セ ノ ~tf J、

粗ノV 最化側岩 ナ 石 一 JV 市 ！）ミ 9 

プ 両角 下作面 .；・、 ジ 英於 ::r 宇岩此｜

注 岩盤部用 ヲ 赤 プ 安アト ニ質虚

意 ヲ3 ＊－王I ナ ノ 検森まま 山後疑 J、 一
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唐素最 一 ラ 色岩 (J_J 一 ノV 岩夫
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ノ 、 ノ Jえ v ユf 一 岩諸 ヲ 石 Z・ 
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ス 態賞棄下二採施 鍍鏡

一況ス部 v 掘 セ ヲ ーー

趨 、ューニアジ JV 出 分

営庭階向主 簡所 セ *11 
争〆 三〆 段 ヒ 易 一 ジ 3え、

露タ ー．． ー－：‘・ .＞、 H頂 三J ナ 三〆 εε 

JV 三高次 プ ノV プ ノ 天

採分 ナ掘撃選掘 ナ 掘

掘 ヨ 九準 岩別割 !) ヲ

町、 !) 米階機法区 ジ 質

一 一乃段 ヲ ヲ 壷リ 7泊 施
三〆 割至 ヲ 位行内 現 セ

アヲ十設用 ヒ ノ 在 ジ

南附八 ケジ 鍛錬 一ー 以

北 コζ 米是爆石床 ア 芳吉
--L 二 破投 ヲ a，、 掘ノ、

百 員軌 ーー 入包 再i害1]

四 四候由 竪 擁 者 ヨ

十 米 ヲ !) 坑セ 共 9 



機モ チ a，、 Jえ 階 階 鎮方議 J、 着 ノ 坑

域 ノ 出前歩段 段 ノ 二森九 三〆 傍内

掘 ナ 鋸者合掘 掘 掘 J、角米是側採
＿..，、 9 歩 － ー 掘 ，」・、 歩 採十盤 ーー ヨ 一 鏡

撃 合接 J、 カ日 合 ヲ 八岩 ジ ヨ 一
；μ干ヨgr ーー y 念脊 堀 目 米 中 プ 鏡坑本

1琵 ヨ モ 速三 及 的 一 ヲ 二石道鏡

ヲ 9 ノ ーー 尺 問 三〆 B目 一 ヲ ノ 一

使 賃 ナ 多鈎・ 掘 セ プ 整中南坑於

用 金 レ’ 量六 ノ 9 百 モ〆 段北 口 ケ、、
ヲ ノ 尺 採一一 ア ヲ JV ヨ〆 一 一一 ーー

掘 τ’f司; 弓三 出 又 作 掘 中坑 9 追開 開

重喜 定加鎖 J、 業 ノ 段道克 ヒ キ 坑

ス ニヌL 脊 ヲ 四 法 方真北 一 掘束 ノ

ノlノ ノν 其計尺 一 法 宇 七割方方

モ モ 他 フ 到－ JJU 一一 四 一 米 一一 ‘ー→ 法

ノ ノ 一 ン 7ミ プ d，、 十於上西約 J、

ーー 多 尺 タ 手米 ケ 方隣七先

三〆 二え 少 Jえ ヲ 掘 一 ノV ナ セ 百 ヅ、
プ 又 ノ ノV 普 及 ジ 桂 JV JV 米海

一 同 自 場通 4麗 プ 鑓二桂書抜
＿，、 掘 由 A,. ιι 械 四 上坑鏡稜二

土 ，，、 ヲ 一一 ジ 掘坑部道 健 森 百

砂 坑輿於上 ノ 道 ヲ ヲ 角七

充 道へ ケ ruJ 一 ア 採共堀主義十一
填 掘 出 ノV 又 種 Y 掘ニユ採岩米

式 準鏡方 J、 ア共セ露セ中ナ

一 ーー 量法下 9 一一 9 天 9 ヲ ノV、，．、
ヨ ヨ ーー 一一 向 手三又掘ニ掘元

9 9 重 三〆 階 掘坑三 ヨ 坑準 llJ 
鏡 出 キ プ F圭 採道坑 9 道 三〆 手采

石 鏑 ヲ 採採 鎮以道北 ノ 佳錆

ノ ヲ 置鏡掘 ，，、 下 ヨ 方 上鋸事

採 ク 方 ヲ 夏 ノ 9 ノ 方 ュ務

掘 JV li!n 式 ナ 品桂下蕃 二逢所



上ノV 箇排土採ヨノ準 ζ 二 運ヲ跡

ノモ所水砂掘 Y ミニ落ョ搬其ニ

水ノヨ ヲ跡拾 J、捲ジ ν 佳士

..... .::. .9 鏡坑充揚大揚－ .9 従存砂

横 ジ漸水内填 二 部 ケ 坑 . ~p 来置ヲ
坑ア チC J、二 排分抗準チ坑三／充

道是坑坑搬大迭坑内以錨内是填

及等内内入部ス内ノ下石外ヲシ

斜ノニタトジ分 ノモノ士共足ヅ

坑水穆ノア坑 充ノモ砂 一場 、

ノ J、入雨充内 填 J、ノ共坑ト途

底杢ス種填研 用人 J、二道シヨた

側部ノV ユセヲ ユ 力各 賞及ア上

4 疏モ庖 Y 利 供ょニ竪該四順段

設 水ノ別 用 ジヨ坑主坑失品

ケ坑及ジ ス 爾リヲ要道作掘

タタ各排 ノV 飴掘経坑ヲ業進

ノV JV 坑除 モ J、骨j 由 選使ヲシ

木四道ノ 命 掘ノシ以用、進又

樋坑ニブJ 運 割モ掘上セ捗ー
i華道部法 搬 ニノ割ノジセ J、

渠 二出ヲ 上 搬 J、捲モトジ土

若導ス採 ノ 出電揚ノ云ム砂
クキノV レ 便 ジ車又 J、フノV 二

J、 ァ鏡 Y 否 同ニ J、各モモ代

竪排水坑 ニ 所ョ万堅調ノ ユ

坑水等内 ヨ ノ Y 代坑査ナノV

ノセ純l鉱 .9 土ア捲ヲ嘗 9 二

- .9 ア水 随 砂搬揚利時 採
隅 ~p 坑ト 時 ト出機用 J、 掘

ユ チ内 J、 掘 共スニジ専 ジ

偏四ヲ地 割 ニ唯ヨーク タ

置 坑通表 ヨ 電坑 P 坑三 JV 

セ道過掘 .9 車内 一 道坑 鎖
JV 以ス割 ノ ー石井抗準道 石

二
四



出営 ニ遁セ J、品ナノノV 竪

ジ山 艶気事〆貯 J、セ銅ノ樋

来 品 ジム鍍其 9 戴 I ヲ

Y 産 不自場合其ヲ ノν 通

ジス 安然 ョ銅木溶スシ

モノV ノ遁 Y 品樋 解 シ ア

ノ鍍 念気 穆位ノシン四

ヲ石 ヲニ 透約延約キ坑
~ ....、 ；室 生任 ジ十長万ン道

定選 スセ 来高約分グこ

大鋸 鎖 JV Y、 Y 分三 ノ目印流

ノ コ蓋水ノ千三筒下

節必 トジ ノ一六乃ーセ

別宴 ナ露 総乃百至墓ジ

スヲ キ天 稀至米五ニメ

ノV 認 ニ掘 ニ二三容ノヨ凹

ニメ 由ト ジー競合 Y 坑

過 す レ各 ア減三銅揚．道

キノν y 坑 坑殺百ア水以

スヲ 道内サ立ノV シ下

印 以 ト ヨノV 方ヲ坑ノ

チア ノ Y 又米以外水

大 ~ft 聯 排坑ニテニ J、

塊採 絡出外近各排第
中 鑑 賞セ鋸ク 所出二

塊場 通 JV 7_k 坑ニセ高

及 ニ ス末ト外沈 γ 千

粉於 ノV 流 J、ニ澱ム穂、

鋸ア 所 ト掘排銅坑竪
五 ノ種 多会割出採内 坑

三別 クセ及セ 牧鋸ニ

級 ヲ 宅是研ラノ水設

ユ 付 毛 ヲ 拾 ノV 装 J、 置

区 三／ 遁 放場、置多 v
分搬 気流或頃ヲ畳タ



鍍%...、有 庭 融 入 ニ 銘 製 ス

1・ 内ースユ製ジア鏡錬 ノν

ナ外旦 JV ア煉補焼 J、 モ

ジノ鍛水比ス助鍵選便 ノ

是合壷二重斯 燃 ト 鏡 宜 ト

ヲ銅ユ係ノク料ナニ上 ス

製ア牧 y 差 ジタジ於路

｜ 銅クメアニアノV 是ア鏡

場室長疑粉ヨ漸石ヲ分製 製
ニ鍍結砕 Y 次表各別銅

遺揚ヲ朕鍛鈴ノ種サ電 錬
ノν ニ待態及融燃塊レ錬

アチト銭セ 焼－鏡タ及

J、アナノラユトノV 精

一塊 Y 二 ν ョ共粉銀

番服銭種ジ Y ユ鎮ノ

鍍ト合ニモ硫其 J、四

ヲナ二分ノ化性一作

再シ入 i~ffi J、金質部業
ヒ錬クス落底二 J、二

熔鍍電銭下ヲ従均分
銀燈 w.:J、ジ酸ヒ回ツ

ジユニ軽ア化泊ジ

合給テキ焼セ宜テ

銅ス錠カ底 シ按閤

品是拾故ユ メ配鋸

位ヲ場二至其調ト

三ーュ上ソ接合ナ

五番放表前生ジジ

ラ長銀棄ヲ床熱アー

内トセ流ニヲ錯部

外稀ラレ流利鎮 J、

ノジノV 麿出用撞焼

二一又カスジユ結

番 四鍍 ヲ此鉛装燈

一一六



一一七

今尻七精 %極漸硫電 JV ア ノ上製

左鉛割 sill~ 金板三た酸錬粗蚊限ノ銅
ニ トノ Oζ 溶溶 銅ノ性粗

大ナ銀精一 含解 液電 J、丑法銅製

正ジ分銀五有ジ中錬之ニニヲ銅

元 Ji ヲ場%ス；，!jf ニ場・ヲ宝J於作場
年ヲ採ニ銀ノV ト入品鋳シ ケ ノV ニ

以分牧於九金同レア型約 JV 常ア

降銀三／ア % 銀時一 J、二一 舵 所 J、

ノ雌~ －－＇＇ヲ分ユ六原入五円安ノ二

金ニ i手：此合 J、ぼ 7 銅レヲ6 質製番

銀入ー澱有電極ン J版原ノ 内銅銭

銅 レ J、物ス 筑 板 ペ ヲ 銅 桂塗 J、ヲ

ノ鈴詮i ヲ ミ足 分二 I 陽板商安物 Br 臨

産分陀粉ヲ jq平合 Z 極ト鍍ニ謂 i~
傾ヲ石伴貴 rt1 J~］ノトシヲ代臨·［~［：
ヲ！民民ジ澱他品 jl[ シア混フ ;J；~特
列 L Wl 史物ノイ立流別 m；入 ノV 性撞

県シ i主ー ト金九電ニ錬ス ニ ペ ニ

ス金次焔稽 f昌 九気作 JJ,'; JV 苦セ 入

レ t.. ~ ヲ焼ジ不九ヲレニニ士マレ
J、塊 加古／ 1l£ 純七遁ノν 注ア煉 I I喰

ヲこト調 J止 ニ物ヲス部致ソ 克 注 化

ノスジヲ精ト超然銅スペ ヲ ト 銘

如 テ：再銀共ユノV 板 セ以稀錬

シ 熔ヒ作品ノV トヲ マアスヲ

~J 硫業槽電キ陰 I ジへ行

雄酸ニ底気 J、極 !1噂猶キヒ

ユ ユ 附ユ銅陽ト 燈ホモ合

袋 i容ス沈苔極ジ ニ加ノ釧

入シ 澱積板交 於市Id ニ九

！堺郵ni ジ附 ノ互 ア鈴ジ八

解分 銅着銅臆 生野l ァ，七

ジ及 fl日ス介鋒 成ト 従 ？ 占

ア約 五陽 J、稀 セジ来以



k 

正

金

ヌr

年

一一

O
一
、
六

O
八
匁

年

一
九
四
、
二

O
三

年

一
五
八
三
一
一
九
六

四

年

二
O
九
、
一
二
三
九

五

一一

O
一
一
、
七
六
六

主手

ム
ノ、

年

一
九
八
、
ニ
一一ご
ニ

七

5手

一
五
λ
、
玄
一

O

A 

.<If三

コ
二
、
三
ユ
O

九

年

一一一

O
、
九
九
二

十

if. 

七
O
、
二
七
九

十

！＜］＇ミ

八
八
、
四
一

o

十

二

年

七
一
一
、
七

十

年

七
二
、
五
二
八

十

四

年

一

o＝
一、八一
ニ
O

上

述

ノ

鉱

産

額

二

専

ラ

白

山

鉱

石

銀

一
一
ニ
、
三
二
－

z一一一
六
七
匁

一一二、八
一二二
一、
三
四

九
、
九
五
二
、

O
一
五

八
、
九
七
六
、

七
、
・
九
一
八
、
七
五
九

六
、
八
八
一
一
、
八
九
七

六
、
二
四
九
、
一
四
六

図
、
六
四
閥
、
五
三
朗

問
、
二
三
四
、

O
九
二

、
八
六
回
、
四
七
閥

、
八
四
九
、
三
四
一

二
、
六
八
四
、
八
一
七

、
三
六
二
、
九
五
四

、
五
八
九
二
一
一
六

ヨ

JV 

一
非
ズ

ジ

ア

、

共

一

部

一
一

園町·~

モ
ノ
ノ

A 
針1

一一一一一 一A・・

一
四
、
五
五
側
、
二
八
三
斤

一
一
一
、
四
七
入
、
一
一
一
一一

一
四
、
五
八
二
、
一
一
一
九
同

一
五
、
九
五
問
、
二
二

h

二
O
、
O
八
大
、六

O

一
一
一
一
、
荒
九

O
、
六
七
O

一
入
、
四
七
九
、
一カ
九

一
王
、
O
三
六
、
問
七
入

一一
一、五
荒一一
、
四
八

O

八
、
一
七

O
、
九
七

O

一

o、
五
九
八
、
二
一
一
一

O

一
O
、
九
九
五
、
六
六

一問、

O
一
O
、
O
七
八

一＝一、
三
京
入
、
一一一
六
九

川
本
鉱
山
ノ
支



予L

民 載七床山

入 セー殺 タ

鋸 ブ三年 JV －－＇ハA 見同 ノV 』

石 正ヲ五以花

J、十十十十十九八七六五回 以貫来岡

年年間 t三~ ＂二I＇－一年平年斗＇. ！平年年年 次アニ大 鑑

今 是達 正 山

買 ニス十ノ

入 譲其閉 鎖

銀 ク 各 年石

山 車年末及

並＝問ココ一一＝＝ー ニ別迄 買
ニ五二三 δ 七壬 二三 八八四 各ノニ

数 d三二ベ五三二五 五 五重金金出向 鍍
』買A 一－ー ノ、 －一一 ノ＇L ノ、 －ー ノ1 ・L ノ、 ーー 〆一、 ／、 届 /,'f自宅 /,'!)'.!: 石
S主三 二 三 九七三匹l 二二五一六 皮肉 初回

匁 別 査 山ニ

異 ノ並ヨヨ

動 産二 Y ノV

ア 額 品小モ

Y つってつってって ヲ位坂ノ
-f.十六五八六一八七八九 rH ニ - !ct: !,;,'.!: ア
手1・九［！＿tj 四五七三三 七 四 三 七五ー ーI、 三－－r- 境内

言宇五二 O 八四七九五入八五 セ J、 1.L1 9 
よ~ ~ 、？、、 」：、＇ ＇銀

売店ハ 一二 五二二九九ハ JI. - - J、地ニ大
- 0 一 六回 O 一八二一九

ヲニ O 九二八二一 七 O 六 六 三た質主主正
審 匁ノ 調 鍍 十

如査セ凹

ジ シ mノv ＆手

得 手ll 総花

サブL 九六七三五五五： 三 一一 ー告琵：同、 、 、 、 、、、、、、、
ノV 三 一 九 二 九 二六八円i 八 一 筋 J、領

！国五二 五五八 二 三 三 ヒ ー 銅 百 一品 ，Ir 

=f: 四七 0 0 二六 八 七 九 一 六 ニ 同
大五 二兵 二 7；両 三五 1~4δ 三 ニ 一堂
-.• : O 八五二八 O 七 一 四九－ !'•l長 日
』』~ ~－＝－ 市九一七七八 O 三 八 二 ~!J玉 、 J主

斤 ニ二放

l!LJ 記六鋭 i
一 ーーーー・ ー， ー



年
－
一
於
ケ

嘗量
土{,;o 同金民筑浦11、支h

F
 

天
,,., 
仁，院4在

Y

総

八品

川
回
、
二
三
九
、
二
五
四
貫

け
μ

山 森 畑井

一一一一一 一し一一一一
銅沈［，;j 銅

~， 
-u 

官E金内
治

森問

7苛

木

根

メUrli 

重

館

一
金

乃

一
銅

内

一
金

子

一
間

以

一
一制

鍛
同銀銅同同同

手重

豊責鍛 鉱i型車 盟主制 盟主
Jllj 

ii－~ 主民n! 

強i

数

五
二
一
一
一
、
八
三
川
町
民

八
、
二
五
七

七
[ZLI 

－ヒ

二
、九

O
九

－riu
、
凶、
．．
 
－、
｝J

－
一J
ノ

J
ノ－

z
fに

二
、
五
一
荒

五
、
二
六
七

一
、
二
二
五

一
、
二
七
六

一、六
、
。

二一

六
、
七
八
六

一
問
、

一
川
七

一
O
、
一
八

ジ

ア

是

ヲ

各

山

別

二

示

セ

泣A 

霊長
j).'€ 長；［ヒc,'[_ k 京 大大金約土松！詑見 Jj'-

l
 

i
 

I
 

"' 寸 St翠オ4

同

rl 

I句金谷 津 x

f詮郵g rm 1;11 ！日i

111 1
 
1
 

1
 

列目

ノ

t~ i".11 

！日i j>tj 

立

”、
" 

；~ょ

iJ.:1 

2車

).JI] 

銅r.11 

;!ill 

沈

i民主

釘1[i';] f<i] j.i] 

。
A

次
表
ノ
如
、
ν

数

五
O
、
五
六
一
七

託
、
五
八

一

一四

O
」ハ
九
四

一一
一、
O
荒
入

鋭

ムノ、

!ilSi 

二
、
六

O
八

銅

／~ 

七

霊長

二
、
ZAO

一
一
、
五
七

二
一
二
、
二一
五
七

一． 
＿，＿・
／ 、

一
六
七
、
問
九

O

一一二
、
じ
八
卦

｜｜ーー



1[[ 

’ 狩脳研乙竺一一竺竺」~f 古 J;[{ I 

H 』 ~·1 ~＇i] [ft] ff•］会 3月調会会沈

l
 

I
 
I
 

玉p血‘
品flt 大JI!! 持－~. rfj? 

介

此

外

大

正

十

四

年

波

f~l 、
'ff. 

ヒ
fi. 
['t.j 

一
、
問
ゴ
一
ヒ

J
ミ
二
’
k

－
一
一
一
」
a
「ノ

一
二
一
一
一
一
七

二
一
八
、

4

五
J
二
三

日

t
J／

pq 
fJLf 
九

A

制
点
煉
熔
剤
ト

問
、
二
三
九
、
二
五
四
・
七
六

4
L
i
、、
L

．、

一4
ノ
＝
ノ
～
ノ
」
ノ 匹！

対k f~il 宝t !tr 大
.,,, 
Ill i同l•i] r.a 

, 
』＇－

成瑠 i＊ ヲJ: ~t 

:'.lZ [d] fl>) [ii］会

一、九

O
八
、
六
九
二
良

四
一
二
、
一
一
一
八
八

一
一
、
問
問

一
O
一
二
、
六
一
五

一
一
五
、
一
八
一

二
、
二
一
一
一
間

一
九
、
三
九

五
、
二
九

、
一』ー・

－ ..・y、四
一
・
七
六

ジ
キ
ノ
石
友
石
七
、
六
九
五
．
七

0

0
貰

ヲ

使

用

セ

y

:'.lZ :Jl~ l
 

I
 

I
 

r;;r 上院f

育会釧 [Ii] j1;] 

銅霊長霊主銀i鎚i

／ 

釘4

~ 

以
上
金
、
銀
、銅
ノ
外
向
多
少
ノ
疏
限
銅
、
蒼
鉛
や
ノ
産
出
ア

y
．
大
正
十
四
年
度
二
於
ア

六
、
六
四

O
斤
、
後
者
A

円
川
J

n
Hド

鎚i四

一、七

鍍

床

二
匁
－
一
定
セ

3

通

さふ
1fm1 

銀i

イヒ

澱

物錫i

、
九
日
リ
久
、

J
A
N
U
4
4
J
 



ア膏クタ赤方ジ常蓄九小 ｜ 
其選掘メ森ニキニ 蔽十 坂

詳 別~~赤ノ I勾モ厚森米銀
細見Fr サ焼 北ヒ下キ石以床
ヲ 附レヲ方ア部粘英 j二 J、

！知近今ナ前分＝土粗辿本
ノV ニ日ス山，，皮準ニ面瓦ヂj)

ヲアユモニジム包岩セ黒

1！ト 試アノ通話ニ問ニ Y 鎖 分
ス錐 J、ァス外従サ接其今 布

ニ其 Y、ノV 形ヒ尺シ．東床 及
ヨ！ 伏 是 道 J、鏑 不 該 官lU rj I 

Y ヲヲ路 mi儲 規岩 J、最 形
疏 詳鉛ノ現ノ則石赤大 欣
化ニ山南在賦ナ中森ナ
{WJ~ スト側露有：ノV ニ石ノV

ノノV 橋二天匡微細英モ

存ヲジア堀域密脈安ノ
在科 嘗 J、ニ抑i塊；伏山二 ！ 
、 ！

ヲスア醤見失状ァ岩ジ

知又 築 後ノV 狭ノナ ζ ア

ラ小 {Wji 森空小銭スア束

レ坂ヲ角 i同ト＼J~豊叉剖西
タ 鍍採讃ノナヲ雨然三

ノV 床掘 岩 形 Y ナ者ト百

モノセ中朕頭シノジ米

未南シユユ大上中ア市

夕方佃彦一 尾部間界北

問 ζJW ：！｛~与致小ニユサ七

接アナセスニアアノV 百
セノ、ノV JV ジ J、 y 、五

ラ堀モ硫 ア共アモト
レ -ijJ 鉱化 鹿 礎 J、西米

ス探床 鍛ー バシ達四側上
従石 み ノ 下葬周 J、 iご ｜ 



今

鉱

床

ノ

分

布

ヲ

見

Y

－
一
、
鉛
山
鍍
床
ヨ

y
小

坂

鉱

床

ヲ

経

ア
堀
切
滞
ノ
鉱
床
－
一、
殆
ン
ト

線

ヲ

ナ

ジ

ア

南

北

ニ

辿

y
．
其
延
長
ト
見
倣
ス

へ
キ
モ
ノ

A

更

二

平

坦

牽

地

ノ

下

部

ヲ

治

y
－プ

二

鹿

ノ

西

方

ノ

断

崖

ニ

現

A

ぺ
同
所
ニ
ア
A

石
英
粗
而
岩
甚
ジ
ク
分
解
毎
欄
ジ
．
往
々
白
色
ノ

粘
土
ユ
鐙
シ
、
粘
土
中
－
－

A

球

朕

ヲ

ナ

ジ

ア

黒

鋸

ノ

轄

在

ス

Y

コ

ト
ア

9
．
日
正
等
川
護
破
森
角
盤

岩

ト

関

係

ア

Y

モ
ノ

、
如
ク
、
其
賦
存
区
域
刀
、
殆
ン
ト
該
角
盤
岩
ノ
露
出
直
域

一
致
セ

y

母
岩
及
其
愛
質

鍍

床

ノ

大

部

分

A

護
稜
森
角
盛
山
石
中
二
存

γ
、
其
上
ヲ
被
覆
セ

Y
赤
森
角
謎
岩
．
並
一
一
同
凝
友
岩

h
r
 

v

・

川
殆
ン
ト
費
注
セ
ス
、
替
稜
森
角
盛
山
石
ノ
鋭
化
セ

M
Y

部
分
て
角
笹
山
肌
醤
被
森
石
英
粗
商
岩

ノ
鍍
化
セ

y
’
部
分
ニ
陥
似
ジ
、
夫
レ

ト
区
別
ジ
難
キ

モ
本
山
石
石
中

A

勝

ジ

ク

粘

板

岩

其

他

ノ

岩

片

ヲ

合

有

h
y

、
且
ヅ
往
々
極
メ
ア
明
ナ

w
y

層
理
ヲ

一不
ス

差

異
ア
凶
ノ
ト
ス
、
本
岩
石
A

鋸

床

ノ

附

近－一

ア
A

屡
ん
吋
絹
雲
母
化
作
用
ヲ
受
ケ
、
長
石
川
不
定
形
鱗
片
朕
ノ
絹
雲
母
ヨ

y
成
M
F

不

規

則

ノ

集

合

位

二

援

化

セ

y
、
其
結
果
以
岩
石
巾
ノ
曹
達
川
殆
ン
ト
失
A

レ
タ

Y

ニ
反
て
加
里
A

著



悶 英 ーー ブ ノ 横 カ 厚． ：共 円安 〈作 伺zfと ジ

著 安 主匝主I 良 ナ ・W 女日 勺－ 一 《守－ヤに~~ー' 一 フ 銭 ク

ジ !IJ 語交 女子 ノ1レ〆 J キ 数 音｜； ヨ プ ヲ 鉱 増

ク ~~：－ ~~ ーー ，、、 又戚 米 J、 J ＿，・、 ニ宣E伝J カ日

制＇~ ~~芋 角 三〆 手〆 石 ヲ 延 目。成 来日 通 ジ ジ

小 各 盤 プ 上 英典 長 員己 ノV
二ιdで"" ブ 多

積 Z日王， ヰヒ 記 1丑 フ 数 替 粘母 ジ 結 量

ナ ノ ノ J、 ノ 面 ノV 十 被土 ~，、 種； 日日目 ノ

l E王I 『、、‘ 鉛 粘 岩 zε 米 森 一 却 微 セ 手目、
母 石 f_LJ 土 時 一 角 移 、y 品 リ ぜ一，＝－’： 

二＜Y ヨ ｜：艮 pfJ ノ 一 ーー 亙 盤；邑 プ 質斯 母

=e J フ 近 産 モ J、 J 岩－ セ高 ノ 1i〆 ヲ、
殆 経 ..A ヨ 山 接是 f合 ノ J 陵 石制 作

ン fむ 嘉広司延 J 朕 主主： ト ごε 居 此 土 英雲ノV

セ 議 南態 コ人 杢 §'-リ 開種 ーー BJ: 

醤 ノV 来ft J、 ヲ JV 然 記 ノ 伴 ヨ 化共

被 モ 石 iWト1・ 仔 ヲ 同 :%;- lf 1：占 ヒ J 作 ーー

森 ノ :j)~ 天 細 以 質 石 1i 土 3也 プ 用 n~·， 

角 ヲ 事且 捌 一 ブ ノ ノ 一 －－・、 表 跨 J、二

~ 見 面 ノ 検 毘fキ占 f住 挟鍍 結鉱氷

;j -』
L〆 i~l 、． TH Jヌユ j!j( 土 積 －マ ff!J: 近 サ 床 長

一 赤 主：b JV ノ カ 中 L〆 ノ キー JV ノ 石、
限 モ 森 ーー 一 キ占 明 キli 錨 四 古E 、F付 ヲ

フ 一 角 及 ill! 土 ーー 土 鉢周 ノf,、ヲ 近 構一
レ’ おE 箆 ヒ 表 モ 替 陪 ケ 一 ーー 見 一 成

.. :'-< 道 ~.コ＇ ＇： 11 F付 m~ 穣 森号変 プ JV プ セ

JV 以 !lJミ 、y 近 母森 ジ Ji£記＋t J 、 タ~K.: J、 J 

斗’Y、』ζミ 治 fll
、

若 又カ ←ド J.l: 一 プ 方 三〆 会 レ

立II 一 t、u芯ε司r :Ai プ ヨ E設 71'. ーー プ ク ジ £生
、ン プ i反 {!TI J、 J ：ィ王 Ii( 於えー ー1:?1・ モ キ fノ、j 凶

J 、 定j- ーー :J;J; 製＝ ノ ） ケ ヲ 陵 鉱石t ，，、

鐙 及 於 号変 成 ;& 沈 ノV 包 七 床 化 多

質 赤 うF 定 セ 陪 積 モ 悶 穆 ノ イ乍 タ

ノ 森 モ HR ノV 而 セ ノ ス 朕 酸 用 ＿，・、

範 石 Yii- メ モ ヲ ノV －－，、 又 砧化 ヲ 硫

． 



井是 有三 プ ノ ス 硫 ーー 7k ') 検次質、 』、

熱 等 均 其 J 、 ノV ｛七 洗 ｛止 .A 白 ノ 会苫

7k ノ 質 タト 主粘 鏑 ブJ ス キ JV 色 £＇.ミ 石

溶粘 一 観 ト 土 ヲ ーー レ 干 ーー 若 臭， ノ

波 土 三／ 一 る〆 中 混、近 J、 f.J; Jt ク ーー 平日
ノ ノ ブ 於 プ ニL よ‘ 重 色 ブー J 、 J 、 fk; 

盤·！~£： 原 プ 草月 J 、 向 ーー IJ臼日 ヲ 部青相 ーー

質 fミ 耳：：f 司E 三：紛 1c~ 従．石 布三 7; 、ti 笛 ヨ

f下 及 石 f也 母雲 他 ヒ ≫. フ、 J、 色 額 ノV

｝日 其 ノ 表 ノ -/:& 方抑i ヒ 松：視 ヲ 著 キ市

ーー 産 3花 llH a二 J 、 f眠； ずく 石 式 届 皐 ナ 土

ヨ 社i とU’41ュ 近合会 石椋 』ミ 自句 折 シ JV ノ

') 月犬 ヲ ノ ll'f~： ク 石式 ノ ノ t生 若 モ ’！~！： 
プ 態 保 モ ヨ 7凡I~ ’高； 的 結 ーI，口TI ヲ ジ ノ f主
生 ヨ ヰ壬 ノ ') ヲ ミ字 r~ 陵 /]> ク ア ノ

三ノ ') -t J占； 立［I』川ι，、 ヲ l凌 了t サ -nr ク :r:£ 
タ 考 ') 県 リ メ ノ＂丹a、． ニノIJ::、 J 、 、;Y'[TJ 日JJ 具

ノV フ ') mi ス よ品 ノ 一 僅 ノV '!11: チ J 、. . 
倣モ ノV 一微 ＿－］｛： :::r 正仏 ~二 れl! 死；

ノ ーー 般鏡 ヲ f1工-1 Jl 定 'fo ・ 表 ン、

一 れl! 一 -F 反 ア が荷 ノ ヲ 形 、、、 ーー

ジ 2足 三ノ ') 1.Jn F』 Kム 号11；＇己3‘ ノ 百先 蝶 3『ピl 

プ 7k 色 プ プ fJ七 F、 五E エ‘ 手占 三ノ 昌ι各也 ヲ. 
是 準 一 ＿.；・、 士山 レ ノEノ 石 ノV ~r. ブ .A 舌pJ~，

ヨ 而 ジ 当主 -F ヲ ノ ｝員 均 JV メ

') 以 プ シ 7_j( 毛 共残 、、、 物 質 モ サ

以 1: ~－ 司J; 1也 ーー 留 ナ 質 ナ ノ ノV

_L: ーー 戚 干 ）日 白 フ、 ') ') ーー 毛

一 産 ヲ 捗 以 水銀 ノV 又 ！］~ Jl’ 三 ア 上
五： 産 .7- 有 色 準鉱・ :::r 五七 ；伏 ヲ ') 下

二え JV ジ ヲ 一 面輝 4重 瓦I~ 罰 プ ーー、
JV モ 且 /J三 産 以銅 ア ノ 酸徴 J 、 ー）／ミ

モ ノ 、y ス ス 上鍍 ') 本古 ヨ 銃イiif ケ

ノ ＿.；・、 往従 JV ーー 等 l/J.と 土 ') 下 v ノV

J 、 上 バシ 、7 モ 産 ノ ノV ヲ 成 一 モ 担：



鏡 'jJ 瞭 上 分 量 ク エε

床主 ナ 記 ヲ ノ ；遺 ノ

，，、 ト フ ノ 代 決元 ア

替 宝J フ、 一表 酸帯 フ

議 プ 且 却F _A 銑 ノ ン

森下 ツ ＿，・、 ノV 物下 ごを
、

角 降往 略 モ 氷位 ）ι ヨ

盤水 今 it!! ノ 長 一 ヲ

疋王 ノ 裂 表 ナ 石来 ~＼ 

中 作鉢 ノ 9 等 JV 7_j( 

ノ 用 問 高 ヲ モ 作
司、、、

ーー 隙 低 ｛宇 ノ 用

ナ ヨ ーー ーー フ J 、 ーー

フ ツ i告 f足 ::% 不 ヨ

二え プ ヒ ヒ 1- 主楚 9 ，． 
其 行 プ プ ア fむ プ

‘ ‘ ー－ ＿.・、 下 互 9 帯生

音E L〆 1/lf 一 タL ーー l主i
J、 タ ーー 上 7.K 三／ サ

醤 JV 肢 下 蓄を プ レ

綾 カ 胸i ーー 質主 タ

森潟 ヲ 担ド 作 JV 

石 一 出 列 用 ジ 手目
英外ス Jえ 一 プ －ξJt 
事且 ナ :::r JV ヨ 紛母

面 フ ト モ ヲ 玄：
岩ス ア 其 母母 Y£
中 9 境 岩及 別

一
；〉臼ζ 、． 界 ヨ 石 .A 

モ レ ＿，・、 9 グミ ノV

捷 本占 必 援 ヨ ::z 

i主 二t コ入 ｛む 9 

三〆 fむ 三〆 セ 成 至、．
大 ｛乍 モ JV ') 1並
小 用 明 部少 ナ

＿，・、 物 一 腹｝日 拶L

H寺 カ 該 j伏 サ 7k 

一 目安 官桂 レ 4乍
草月 京 ジ 6~ プ 用

~ ゐ、ー ノ f也
、ー ‘

ョ 一ー・ 、ー

母： 映ド J ずく ヨ

ヲ 之 オt ナ 自9 9 

iJ~ ーー 準 Jlノ 一 プ

ニL ヨ 而 モ 成 生

ヨ主 J F付 ノ 生 ジ

一中 近 ，，、 サ タ、
部和 一 スE二、 L〆 ノV

J 、 沈 産 ク タ 手目

下澱ス 可 JV 雲

降 セ JV 溶 モ 旬；

水 yν モ 4性 ノ カ

ーー モ ノ 鍍 、硫
ヨ ノ J 、 物如 fむ
9 ヲ 白 ヲ 三J 鍍

プ 合錨合此物

溶 鍍 悼す 内 ノ

解；；!ii)'jj軍 Jζ ill! i唆
流 元銅 酸表 化

下帯鋸化 ー ーー

セ 等 地 :i1[ ヨ

ノV 稗 ノ 表 ク 9 

モ 3、 如 ；，11￥ 主 プ

ノ ，、、 キ ー-i玉+- 生
ヨ キ 一ク ジ ジ

9 モ 日 J、 プ タ
． 

再 ノ 溶溜粘ノν

結 ナ 解過 土硫
日E目I !) セ 流 物 酸

セ 本ノV 失質 ーー

JV 1＃￥ 鎮守~￥ 及 イ乍

－~ ，、



黒 鋸 石石沿 ヨ H寺 ヲ ケ ノ

鏡 石 英英 ヒ ツ 1嬰 E霊 脈
J、 J、 J、 一 プ J 、 結微服一
閃 黒 i器 肉 糎生純 -t 日Fヨ日 ヲ

rill 鋸 ｛殻 H艮 一 三〆 粋i ;J 質 ナ

ノJ凡1-l 寅 日日目 的達 タ ナ lm ノ ジ

鍍 鍍 質 ノ ス ノV ノv j好石是、．
石 多 石世；ー英方 在七

鍍
モ モ ヲ

1F凡口 鍍 英 ノ ク ノ 英化 貫
鏡黒及 、－＇，、 一 ！仮 -t 徴走
黄 石 石 ノ 句、、 無比 ヲノV 細ス

銅鏡 膏 問 ナ 色 ジ 生母粒其

鍍 ノ ーー フ 若結 フ、 岩朕網

及 凹 J、 Jζ ク 品 ノV ノ 却：

重 種 往又 －－，、 著 ~ ヲ 黄鉱
目日白 一 今 頴 白 ジ 走銭服

石 類 燈微色 ク ア レ 鑓 ノ

rすp・偽ー＝ ・ Jjlj 石鏡 ナ った リ ノV ヲ 一
生2

、
ノ Jえ 的 ノV 一 ！眼鏡以部

周 ノ ノ 司E シ ；！犬 ！既 プユ

中 稿品
. 

笹j モ プ ヲ 石 於
ナ 問 ノ 一 最 ナ ーー 英 プ

yν ィ..－i!f ア 淡大 ス －＇，、 キ且 J、

i見 ヲ J 紫 ナ :fi 往師 母
βw 、 存共色 JV ；長 バシ -!t玉B 石U I 

鏡 よえ 一 ヲ 司王 ~・、 ！医 ノ J、

石 ノV 櫛 ー呈 ノ 母石主者：

一 ~ 妹 J屯 一 Z’L’王I !& ジ

ジ 構 JV ア 中 ジ 分 キ

七 プ ア f-旦c. モ J, 一 プ タ 石t、
弓三 9 ヲ ノ プ 1庄石 ノV 化

均 ナ ア J、 化英 石作
吉岡 Jえ 9 長作 ヲ 英 rn
百 J阪 ｝脈事由用 右ー説j ヲ

月足 肢 ーー るノ． 1!/1 ’乏



富 結 :.!t 五 ノV 部 ノ 都 三〆 昔日 一一 散塊 ナ

J.. 日IOI日・ 司ノ 部分 、、、 セ ア 分 ヨ 布 肢 Jえ 一一
額分 斑

． 

一 質 ） フ 用． 一 !} エえ 黒 モ 。
反 ノ f殻 ーー ヨ 銅 ノV 色 ヨ プ JV 鐘 ノ

ジ 集 鏡主 !} 鋸其 ナ !} J 、 ヲ 脈 ~ 、 、

方 Aιι 、 プ 多 JIレノ プ 粗 ，、HυS• J>.p, 朕 ;!1.1 
{ff} i豊 三／ J 、 董主 ク 一守！. J 、 話 {jI ヲ fノ、J 

鉱て ヲ 椴 プ 重 セ J 、 鉱 二只雪号＝
一 二え

、
ノ ナ 中

J 、 ナ フ、 号日dグ~. 日l'T日 JV ffJ 卦4 ジ 一 ゴ三 フ、 。
’・

長直 二え ノV メ 石 モ 干支 鍍 プ 般 モ 。
白 閃 フ ノ ノ 'ff{ ~Ji~ 或 粉 一 ヲ ノ 。

、

色 illI 紙 JV 細j ア ナ タlと J 、 鏑却i 占 ’求守1' 」 ‘ ノ、

一 F立F日¥. 密 脈 !} ノV タ ~ ーー 粒 l‘ ア 銀
き／ 鍍塊 一 j玩 モ ;V 銭 ナ 敵 JV ク l＇~ 
プ J 、 朕 格： ノV [l)J: 黄 領ー !} 密 モ 分

極 淡 ノ -WJ モ 一 金 ノ 易 一一 ノ

メ 友 ごε フ ノ 丸 色 破 キ プ 一 一

プ 色 ノ JV ＿，・、 味 ヲ
． 

Jl• モ Jll. ジ 。
21三 J 、 、 殊 ヲ 方主 ヲ ノ ／ノJ、J プ 。

、

i廿 ジ ！珂 ごE 一 ィ.~「2Et チ 包 ア 鉱 不 ヲ

ナ プ 主~己4・ ノ 鍍 ヒ 臨i 有 ク 物規 ~ 、’

ノV 光 を丹 ア 臨 タ ノV ス :mi 日H日 JVJ ギf
表 I皐 鍍 ク ノ ノv 人 ノV ノV 出 ナ --ノ、

面 甚 1i 重周 モ 日 モ モー ノ JV 玉I工T三

ヲ タ 空白 日日u 迩 ノ ヲ ノ ノ /l[fi ゴ三 一
有 }J官2τT1 ~Y} 石 一 ア ヨl ア J 、 ！子 ;tJ[; 

ジ ク 及 多 ソ ヨ，. 9 日回目 ヲ ノ 肢
多

、 、

表 ~1i: e姶手τ・
キ 又俗 立df 形決塊 ヲ

ク 両 口日日 、、、 カ 其 通瓶 定 ナ
＿，・、 著石 不自 如 ll艮捕前 ;ffil ネ 三／ 三／ Jえ A 

閃 三／ ノ 白 ジ 玉子 一粗 草花 プ モ
可．

TI?: ク f殻 色 真 ノ ノ 糎 大 キ 中古 ノ

官官 凹 車田 ヲ フ 周 llR 内 ナ モ 士－ 層

鉱 －；－、， ナ 主 一 紘玉 外 ') 部 中 J伏、

結 ーー ノV エえ 又部 一 又 分 ーー ヲ



J、 鎖鎌 朕 -tm磐層 ーー ブi ヲ ノV ブ 日日日

部是 質 ヲ 粍著： ノ 状 排鉛 ナ 日同目 J、 ノ、
／ノ、J ） －＇・、 主 内 シ ftJl 黒 列鋸 セ j同 日日目 問

一 Jill 上b ス 外 ク 奈：｝鉱 ス ＇＞：.~ :J 一 洞際

ヨ ヨF 4安 ノV 一 接 一 ノV 又 I日 一 ヲ

ソ 又的 ヲ ；邑 i主従 h日t千－ ::r プ ：垂 ス 面充

若： 多 黄 すu，列.:.• ヨT 三〆 ヒ 三尺 ヲ己 日E日I JV ジ ジ

ジ Ji主L伊 i$; メ サ 其京 1fifi ア タ 石部 プ 他

ク ノ 111~ プ レ 上方 -Jてl正， :J サ 一 分 明 育5
異 石 一 JV 音E 一 Lノ ＇，－・’ ． ーー ナ 手立Ill 

ヲ タミニ ・，・・』；； 又 モ J、 、1，’’＇.－・：［ メ プ JV j伏
． 

ブ三 粗 メ 一文部十 ナ ＊~~ JV モ 口Iヨ日 ヲ

ナ 百 ノV I司 キ 五 JV ：｛：＇；・口－，，f) 結面 ナ

JV 岩 n:, H年粘皮！唆 構分 品 ヲ セ

先粘鍍 プ 一 了k 内 i可 ．とU’Z,, 一 形示 :J 

Ji• ；仮 ーー J、 組居外竪 ノ プ ヲ Jえ タた

一 ユt'i・ ミノ 著大 ヲ 、一 おE 女口 J、 現結 レ

？？；等 プ ジ ナ 隔傾 F什 キ 重 J、 日rJ目

よ． ノ 宜cク ノv プ ~~l 近 観 u7r よえ ヲ モ

モ 石度 1日Ill 挫 モ 、ス ヲ 石 ＝宝 認獅

ノ 片石 折 ノ 塊其 露 -!£: ノ ム 子

ト ヲ 「よir-え 三〆 ア 朕厚 出 コえ 柱稀 JV ノ. 
~ir 吠小；昆 モ Z，丘~，ム－ ソ 黒 サ 三〆 ーー ::r 眼、

ナ 有 多 ーー 十鏑 J、 1；~ ノV 結 ジ 玉
JV セ ク 其数 少 底 杵4

日日目 プ ア ヲ

3’Eご王I :J 寅 傾米 盗品 ク ヲ ！日： ノ まp :J 包

片岩織 調 ヲ フ、 ごE ナ ：近 問 、y 然 .z_, 

ヲ 石 鉱 ヲ 隔葉三 セ 日日日 f?ii う？ JV カ

手f fl庇 閃 獲 、y 片米 JV 石 ヲ 屡 一 女日

すL .A 片 lITI A. JV ノ 以桂 J、 粒 4- 閃 キ

JV ノ wn- JV モ 簿上 鋪 全！： M犬 皮車部

モ 畳鍍－ モ 明 キ 一一 ヲ 々 閃 殻鉛分

ノ 及 及 ノ カ モ 達 蔽 放亜 朕鉱 ーー

ブミ 方 ア 一 ノ ジ ヒ 射鉛 構 J、

本日 サ ¥iii，、』、 :J 層 J、 葉基 71犬鏡泣 j野



黄 粉 rJ:1黄 構z

鍍 朕 。鏡 Eヨit
ーー 。－＇・、 ヲ

都 ナ 。東 ナ

ス リ 一 銭 セ一
易六 鉱ー

j’ 
三，. 銀 中

モ µ~ ーー

ノ fノ、j 多

居 少黄

J伏 O ノ
． 

寅 鋸ヲ 一一
主 0 釦］
三ζ ヲ 鏑

ノV 合 ヲ

モ 有 i昆
ノ 三え よE

等是 且
ア 一 ツ

!} 鍛 石． 
是密 英

等 一 ヲ
ヲ 三〆 件

各 プ ヒ

硬塊 1f. 

質朕 均

責 ナ 5日
鉱ノV 百
粉ごE ノ，、J 

肢 ノ

寅粗 一． 
鉱怒 。
及 一 £: 
層 γ 高

先た プ 分

未 ク ヲ 達 服代 宝J 互、
其タ 又 呈 事／ 状 セ 一

明壁 シ 幅 黒 JV 構 重
jJ 側）比一鍍 カ 遺墨

ナ 一 中 米 女日 J、 る〆

フ プ '* 内 月長径f町 ヨf・ 蓄以
コ人 J 、 ノ 外 天 観稜 テ

額黄 け1 長 掘 ヲ森 居

徴銅央サ 東呈 ． 角 獄

鏡銃部約側 ニえ 盤 ヲ

ノ ーー 一 友... 三，f ナ

ーー ！医 プ 米 プ ノ セ

ブ j［犬 J、 ーー ジ一，r王' 構 !} 

J 、 ヲ 三－百3・・． 巡？ 治－－・ミ. 造・頴

ちと ナ ジ ス凝 ーー f殻
朕ス ク 其友 酷鏡

黒 モ 重鎮 岩 {fl 下

鍍 ノ 品質 ジ ーー
‘ 

ノ ア 石川 君主 同 プ

重 !} 一重森 角 .... ・、

品 然富 品 角 盤 何

石 v 、、、 石 盤 友μ三E， レ

ーー 日守 ーー 3’c':;・ ノ ノ

ti' bヨ・ モ ーー ・,・X 暗部

メ 一櫛 、、、 ノ 肢分

JV 般朕タ 竺」h国bι ヲ モ

毛 構 JV 界 是 角

ノ J 、 造黒 一 セ 稜

硫 ヲ 鉱脈 ノν 質

殆 化 呈． 一 ｝伏 官官 ノ

ン 点且7作I J→ 瓦 三〆 ヲ 7t 牙H:-

物ノV プ 成 ヲ Jj・ 
同 ノ モ 2足 ヱー／ 其 ヲ

fノ、J ノ 黒 プ 盛合

ノ 化 ア 色礎 交 有

問。



層 日日日 粉 ノV 先健表英石 ア 日日目 鏑 同硬

服 質 A犬 ::7 立 其面 J、 英 9 I同 ノ 様質

黄 貰 黄 ト チ 他平粒 ノ 部． ヲ 結 ナ 黄

鍍鍛錬 ア プ ノ i骨肢 問 微有 日回日 !} 鍍

錆 9 日日日 結 一 ヲ 隙鏡 三／ カ 成ー

産 ノ 硯 出 日回日 ジ ナ ヲ 下是離分大

！伏脹 質 セ ヲ プ 三〆 充 一 ーー 密鋸小

タト 一 寅 ノV ナ 他 プ ジ プ 面 ナ 物不

観 プ 鏑 女日 三〆 ノ 黙不 ＿，・、 ジ ノV ，，、 規

共横 ーー ク 微硫 -7 規石 プ 混何則

切 上じ 常粒化 ト 則 英柱合 L〆 ナ

居 フ フ、 一 紙鍍 手〆 ナ ノ 朕鍛 モ JV 

股 JV L〆 →只← ノ ヲ プ ノZノ 多 ヲ 中 細塊
.fil 、，，、 ま伺 寅 i昆 其樹 キ ナ ーー 粒朕

鍍 ::7 一 鍍銭エ 内 服部 セ 散 一 ヲ

ト 般 ーー 鍍 サ 一構分 ノV 在 三〆 ナ

同 ア ーー ヨ ーー ノV 包 ~lE主主, ーー :ffi: 三〆 ア 三〆

一 9 手立 !) 穆 ト 有 ヲ ア 品 7 互粘
ーー ヰ宣 E嬰結 者ー サ wノJ... !) 石偽 土
ジ ナ 結 サ ＿，・、 ノV ス プ 結瑳密 司1

プ 9 サ ノV 他 、司王 J、 日白fl 51先 一
t客 v 、汗5 ーー 硫 黄 カ 椛混散、

ヲミ ス 又 モ 粒過 化錨 放 造 令 黒 白

ilill f{Jj 一賀子 キ 鍍鍍 射 ヲ J主 三〆

最 ジ 部銅 ノ フ、 一 及 ；伏 .Ii: L〆 プ

プ J 、 鋸 iii: 黄 ~I・1． 央‘ ヲ ス 産

千主 ：｛よ1三 会銭 句、、、 銅 ナ JV 司王 二え

バシ ーー 共陛鍍 タ 銃 三／ ご芭 H寺ノV、

四
品［｛r; 吏 ヨ 産 ヲ J、ノV J、プ ノ 一 ::r 

LC. 一 ヅ ，『"' ナ 淡 古i；粒叢 ア 干YI 、

ス 1立i プ ノv ジ ？央”で 分 ；伏生 !) 大塊
ノレ〆 粒 溶 日寺 又色 ーー ヲ ヌ、 又 ナ 朕

陪 ナ 国自 J 、 ＿；・、 ヲ 7 ナ JV 稀 ノV 黒

月先 ノV サ 3円.I.-' －－＇ノA、H, J、 4工 モ ーー 寅鍍、

ーマ1‘ 結 ノV 一 而 三〆 石 ノ1〆 ノ J 、 鍛

習量調園田・・圃・h



銅 ノ ヲ 組！振鏡 黄 岩 行 金 珪 ーー 鏡

領外千了 両紙化銭石 一 高鋸 比 ト

J、 責 シ 岩碇 セ 鍍 中 走分 J 、 Jえ 其． 
常 銅其 中鏡ノV ノ 一・． ノv 中 I庄 レ基

ニ鋸最 － モ 浸－ 寅 0 f乙 J、 盤

寅 ヲ 7三 店主 ノ 染）日銭。 J』， 黒 ヲ

鍛 i見 ナ 胎 ト 等ス ーー 鋸 0 ノv 鑓 ナ

鏑エ JV フ、 ジ ーー ノV 微！医二河：

結又 ごを ノV プ FノJ、 モ 小 （二）二岩 近桂

rlヨ日 ノ モ 銀 ツ ノ ナ 時空艮 中 桂 ク 鍍、 、
ノ 分 J、 一床 ヲ 及 ノV 化 m; 一 和、

問 ーー lji日 ノ 符（五）黄 石分 多．鑑 多 ノ

隙 ヨ 一 J、 北 ，、、 以銭英 少 』止V寸払·~ 問

ヲ J 米 3車両 ジ 上鍍粗 O ノ ノ ーー

iN~ ブ 以 ~wi 1m 各結而ー 1li 重局
う占 J、 」二 4叶4ミ4二 一 1重 BイE二2!. --・ r見L為[; 品 部
ジ jJ!jl 一 角穀 ノ ノ 中 ヲ 鑓 石的

又銅 i主 盤 i主 桂鍍 ーー ノ1・、I－ ノ 及 、ー
d，、 ®~ Jえ ；｛＇~－ノ－、 鋸染笥L よ、 1¥X 閃挟

JJ辰斑黄 rp ノV カ Jえ 走~在 E 在

；伏銅銭 一 モ 円安 ノV セ ヲ ス を合 Jぇ，

ヲ 鏑鏑 ア ノ 化 モ ノv （ー） JV 鋸 JV

ナ ’：：~； ノ ソ 一 作 ノ 貫徹 モ ヲ 一
る〆 ヲ --'-- 鉱 ジ 用 （問）銭密 ノ 合過ノ、

プ 仲而 服 プ ヲ 角鏡 ナ ーー メ キ、
i'lt フ 臨 J 、 主主 受強 ヲ ノ1ノ ジ J ス

織ー ::7 結 主大 グ ！日；合桂 プ Jt 
錬 Jヨfl ト Bi ヲ メ 質平 鍍 l

塊 ア ジ 分 ー 呈． JV ノ 均 質 四
ヲ 9 信設 プ J、 黄 セ 網岩銅 d，、

横 黄主J: T刊，＿ i三可E司:t: 銭ノV 朕石百 昔二

切銅版 北荻 錨母脈中 fノ、J 通
ν 鏑 ノ ノ 森 ノ 岩（ー）二 Eド ノ

リ 及石 走石 伺 椛略二 貰． 
！蹴あ宮司ミ [11) ：英 銭ー ーー 質平 。 ~jq 



f色 角 ト 粒在粒鎮西 ク 化部網 メ 朕

セ 草委 E 朕ス ｝伏染側 .；・、 鋸分脈網珪

フ 肢 ーー 結 JV 結 月先 版 権. －＞、 ノ 扶脈鏡
L〆 桂重 品 モ 品 桂；伏倣明石珪股 J、

タ 鏡 塁 質 ノ 質鋸桂 日日日 ナ英鏡桂南

ノ：v ジ ノ 一一 ノ 鏡質 JV J、 鍍方

昔日 鋸 プ 石 る〆 石鏡 ーー ーー 結母 桂 ーー 一
分 床縞 英ア 英床南 三〆 品岩質調Pr 症

ーー ノ 朕 ヨ 時中 ノ 接 プ ni 中石移 よ‘

該 中 ヲ :J 一 ーー 南 ジ 他 ヲ ノ ~~毛ス 一
自「 央 ナ 成不他西 プ 形示 モ 粗 従

ス 部ス JV 定形部殺粒ス ノ ｝可 ヒ
、

部形粒 達 j伏是多 ヲ ::r ーー ーー -Jt玉''・ iii前
f二見ヨ.（ I仔 分 ヲ ｝伏号変ス ノ 一一 よh ;j( 

ノ 北 ア ト ナ 若達 硫反ス ーー 鏡、
中古 ーー ；ヲ E雪 セ ク Jζ fむ 三〆 レ 常国 脈、

板 走 倣ノV J、 其 鏡母 J、 肢 ノ

不王 ノv 品重徴構 ーー 岩著 ノ ~）両

石 モ 質 品小遣 ヨ タ ジ 1疏 ヲ

タヒ ノ 又石 ナ J、 :J ノV ク ｛む 減

粗 一 .；・、 ヲ ノv ＊同 プ 時粗服 少

面 三〆 機石 六！ほ 交化粒 ノ 三え

克子E プ 維英両朕 代石 一 首L ノv

r手 :=:I: j氏粒睦珪 セ 主主 ジ 走

ノ ヲ ノ 結鏡 フ 粗 プ Jえ 共

角 ジ ナ 問 日白日 ノ ノv mi 硫ノV 一
稜 プ ス 一 ヲ 母 網岩化 モ 鍍

質 替 石認 ナ E 服 中 鍍 ノ ！日記

四 破 春正 ヨミ 主‘ セ 肢 ーー ノ ナ ヰ日
森 ヨ JV JV 甚 珪 プ 問 :J 互、

ヲ flJ :J ::r 寸E守.Q.:プ？ タ 鏡 J、 ヲ ！既 ノ

包 を連 成 ト 銭類 －－・、 石満肢 no 
有 可，，王I ノV ア 鏑似 鋸英タ ヲ 隔

宝〆 ノ 甘口 :J ノ ジ 床 －＞、 ジ ナ ヲ、
鋸 分又散微其 ノ 多硫メ 続2



ノ塊石 鍍是獄細モ酸ノ銭微構

北扶 膏 ヲヲヲナノ化ー鍍小造
部石品 含横ナ JV 二桂ア粒ナ J、

ユ膏 J、 守切ス片シ鍍 J、子 JV 蓄

費 塊 スノV 毛般ア 重 ノモ穣

達殆朕 ーコ ノ ヲ 甚 上 品開ノ森

ス ン石 弐トアナシ珪石隙 J、角

各ト 膏 的ア 9 ジク各二 J、明盤

石球友 二 Y 石微多種ョーナ岩

膏形織石沈斯英粒孔桂 y 般 JV J・

－塊ノ維 澱ノV J、般質鋸浦 ニ六酷

J、塊石膏セ 脈前結ナカサ結面似

直‘朕 膏 ノν 朕記品 9 二 JV 品位ニス

径ヲノ モヲノ質主次 質ノ黄

数成雨 ノナ如石 1・的 ノ外鍛

糎シ種 、スク英ジニ 石劃鏡

乃京ア 如モ褐ノア酸 英ヲノ

至 白 9 シノ錨問二化 ー有精
数 色 J、鋸ヲ坑作 ヨジ大

十ノ 結 1・尚道用 9 共ナ

米粘 品密ス準ヲ アニユノV

ニ士 ーニ ＝！： 以受腰往モ

ジ中 般混宰上ケ 結ベトノ
ア昌 二会洞 ζ己責 サ周 J、
互散 粗スニ按銭 JV 因不
二在 大 JV 商遠鏡 、ョ定

石ジ ニ外セスノ モ 9 Jr~ 

膏主 事／麗；ノv 褐掲鏡銅ナ

ノト ア細部銭銭 質藍 JV

嗣 γ 旦！眠分鍍鉱 寅 ζ 粒
朕 ア ッ朕ニ J、二銭 麓 獄

！雌ィ、 杢 ヲ ア ー 麓 ζ ジヲ

二 坂 クナ J、般シ 近タ成

ョ 鏑 褐ジ皮二タ キリス

9 床 銭ア殻微ノV モ策モ

一ー年 守 － ー司』 ー

四
回



四
五ー

斜 ーー 光
ト ア 津

ーー 3 ア

a，、 プ 3 

一 ，，、 織

定 繊維
ノ 維 ，，、

開 ノ 甚

係 方 タ

ヲ 向 稀－

呈uY己J・ －＇・、

メ 或 脈

~1€ ，，、 壁
キ 服 一
モ 壁併

其 ーー 行

何直 ナ

レ 交 JV 

タ き／ モ

JV 或 ノ

ヲ －＇・、 ア

問 多 L〆

－＇・、 少
_7.. 主千 司王

服 ヨ月旬、， 普

1届 シ 通
ノ 織 是

稿維 ヲ

厚 ノ 柑J
キ 方 断

モ 向 ;A 

ノ :JVi 
ーー 服 JV 

＿，、 ノ モ

雨． 乱立 ノ

． 

従 ア 繊

ヒ 3 維

薄一石
ク 般膏

尖 一
端扇 服

－＇・、 旦朕

毛朕 ヲ

朕 ヲ ナ

脈 ナ 三〆

ーー ジ 本占、

終 中 土

ノν 央 中

多部 ヲ

ク 最前L
－＇・、 モ 走
白 厚 ス

色 ク ノV

若ー モ

ク 糎 ノ

－＇・、 内
友外 ジ

色 ナ プ、

ヲ JV 稀

呈 ヲ ーー

ジ 普塊

男通扶

日目 石

面 三／ 厚喜司手

終 ヲ

沿端植
ヒ 一 切

プ 立主 ノV

異 よ‘ ::r 

珠 一

ーー 鉛結大 Jえ 亙E正’ プ
ヨ 鍍 品 ナ JV ナ 甚連

3 方 ノ ノV モ 3 タ 結、

プ 鉛互石 ノ 終 少 セ

満鍍 = 膏 ア 一 キ プ

タ 重貫 ノ 3 宣E伝l 毛 ノV

サ 品 入偽額通 四鍍
レ 石 セ 斑微 ノ 周 飽

石及ノV 品 鏡府i ーー ノ

膏 /j モ ヲ 下土 ；丘中

ヨ 解 ノ 有 ーー ーー ツ ,c,, 
!} 石 ヨ ス プ 移 ク 告E
初 ノ !} ノV J 、 ；邑 ーー ーー

期 群成 者均 ス 従 プ

ノ 品 JV 粒色 ヒ J 、

品 ヲ 場 ア J 、 該石
出 有合 '} 白 白 塊 膏

物 Jえ 偽形色 －＇・、 告白

~ ノV ア 斑結 ナ J 、

ノV モ !} 品 日日目 ノV 形大

ヤ ノ 又 J 、 ノ ヲ ーー

明 ア 慮阜集普 十 ジ

ナ ~J 一合通 !} プ、．
!} ノ＇L ヨ ナ 樫 ト 粘且

士事 !} ノV ヨ _7.. 土 ヅ

J 、 プ 結 リ L〆 ノ ;Lt 

4可 J 、 日臼日 J占； 量 問

v 黄 ナ JV 弓三 ヲ 隙、

=e 銑ー JV 司三 稀増 ヲ

其鍍場 ノ ジ 漏

問 黄令 ト 淡石 タ
、

隙銅 其 紅 膏 」ス

ヲ 鏡数 内 色 '1~ 粘

石閃 f固 一 ヲ キ占 士
宵－ '11，可． ノ 稿 .￥： :t: ノ



四
六

ヨ

y
石

青

脈

ヲ

上

壁
ニ
略
併
行
ジ
ア
、
脈
中
ニ
薄
片
朕
粘
土
質
物
ヲ
脹
胎
ス

Y

ヲ
常
ト
ス
、
是
－
一

下
ノ
二
部
－
一
分
チ
、
其
雨
側
ニ
於
ケ

Y
繊

維
A

普

通

同

一
方
向
ヲ
ト

Y

六
稀
一
一
雨
壁
ζ

近

ク

織

針
肢
結
晶
ヲ
ナ
ジ
‘
十
字

維

ノ

屈

曲

セ

U
Y

毛
ノ
ア
9
．
其
方
向
』
互
－
一
相
反
セ

y
、
額
微
鏡
下
品
ア

~ 

グ
」
ノ
下
ュ
ア
波
動
消
光
ヲ
呈
ス

A

何
レ

c
軸
品

長
キ

毛

鏡

石

ノ

品

位

及

化

皐

成

分

ユ
次
ノ
如
ジ

ζコ c-.> C>  

－ －－  

Cコ ζコ Cコ
C:> CJ  ーー
ミ＇－ 三三 〆、

一一一一一一

銀

上

記

黒

鋸

．

黄

鏡

及

桂

鋸

ノ

各

鏡

石

川

互

ユ

鋳

物

成

分

ヲ

異

ス
Y

ヲ
以
－
プ
化
皐
成
分
ユ
於
ア

へ

キ

成

分

二

於

ア

珪

酸

ノ

含

有

量

ヲ

減

ス

U
Y

ト

各

平

均

成

分

ヲ

示

ス

人

今

本

鍍

山

ニ

ア

最

多

量

ノ

鏑

産

額

ヲ

見

h

F

Y

明

治

四

十

年

二

於

ケ

M
F

是

等

三

種

ノ

鏡

石

ノ

銅

C>ζコニ＝・・．
ζコ Cコ＂＂＇
L 三三L Cコ

亙E

会鉛
C> 

百． 
肱a
J司、

モ
亦
相
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
寅
鎮
A

桂

鍍

ヲ

構

成

ス

共
二
銭
分
ヲ
増
加
シ
‘
黒
鏡
A

黄
鋸
ユ
比
ジ
特
世
一
亜
鉛
及
鉛
分
多
ク
、
錨
分
ノ
含
有
僅
小
ト
ナ
レ

黒

鍛鋭敏

ζ〉 ζコ Cコ・．．に〉 〈コ Cコ
ζコ 三二〉 Cコ
Cコ Cコ ζコ
〈コ Cコ ーーニコ ニ~ 三三

金

荒桂

ニコ 五＇L Cコ
鉱盟 二二 三三

Ht疏
夕、d

三土~

酸

鈴

鎗

墾草

土

硫

ま資

lit 
:Fi. ． 

－ ． 
翠込

・2

一口

一口・八七

六・七六

回
・
九
点

三
五
・
五
（
）

ζコ 二二・．辺ι ニコ
C> j宅

． 
－ Cコ

一一口・六一一一
八・六一一

同

A

・八六

ニ一・八七

－一一口



9-k 

レ

ト

モ
均
シ

ク

黒

鍍

ト
都
久

宅
ノ

大

部

分

ヲ

占

ム

::J’ 

墨
L
V

亜

鉛

ノ
含

有

多

キ

レ

.z、
ス

一
定

セ

ズ
、駒

黒

色
ヲ

モ

其

成

分

鉱

物

ノ
畳

刀

y
’
ト
雄

大

捌

色

ヲ

帯

ピ

鉛

分
ノ

畳

大

ナ

Y

毛
ノ

キ 黄

色

ノ

度

ヲ

増

ジ

ア

銅

分

ヲ

混

ス
JV 

=t 

ジ

ごE

ト
多
キ

モ

ノ
、
白
色
ヲ
帯
ピ
硫
般
重
土
ヲ
含
ム

多

/V 

A

合
鋭
著
シ
ク
、
黄
銭
鍍
又

川
黄
銅
鋸

一
富
一
ム

毛

ノ

モ

ノ

等

ア

y
、
而
ア
方
鈴

鉱

－
二
品
ミ

4

プ

鍛

密

ナ

Y

モ
ノ

モ

ノ

A

合
金
多
ジ
、
従

ツ

ア

是

等

合

有

品

位

』

随

時

大

イ

山

奮

時

ノ

採

掘

二

係

y
モ

ノ

一
比

ス
レ〆

一

異

夕

、

近

年

採

掘

セ

バ
銀

及

銅

ノ
含

有

川
僅

ニ
劣
レ

モ
金
ノ

JV 

/ 

、
ナ

ノV

含

有

川

甚

シ

ク

減

少

セ

y
．今

大

正

十

年

以

降

ノ

黒

鉱

ノ
平

均

品

位

ヲ

示

ス

k 

JE 

十
l 目』

ー lー 』 l

年 I r.1三 ！ 年

一 一 一 四ミノT り~ 1 vr ザ I! l ノ1 ヴI! ; ·~ 

章
一－

af己
一

余

一

銭

一

世
一
君
事
制

一（
万
分
中
）ト（
万
分
小
）一

銭
一
六
九
一
0

・u
O

七
八二

一・
一一九毛
一

銃
一
一
二
一

口
ろ
い五八五一

一・一
一一六八一

餓
一

三
一
o
’ou
ぇ

一
・
主
単一

盤

｝一八一

2
22一一一

一

一

一

倣

主

一
口
・
3
九
一色
一
也

氏

…一
八一
7
02
1

年

flt 

大

正

ド

大

正

十

－・
，当ι

旬、、

－4
仁

V
J
a
r

一－uZ
｝元F
一

0

・山

一

次

ノ

如

シ

・－--t;;. （て：J
L 矛．‘t s’司一 一 一

一政

鉛

一

一制

限
必

土
一石

EIB
一硫

酸

一

一

一

一

一

一

一

－s

j
一設

士
一統

－
i
一す一一
一
一三

一一一
一
王
子
一
・九

一一

｜
一

l
一
一一一
ム一
一一
一口・元

ニ
・
一
三
一
九
・
ハ
八
二
一
一一－M
八三
千
三
回
一
七
・
記

l
i

｜一

二一
一・九回一一一
0

・喜一

↑

－

一

一

一

一

一

一

一一・八
一一一一

7
1
八
・M
L

一一一
・
一九一
五・
之

内
・一一二

一・
D
L

T一一三

ニ
一主
同

一

一

一

一

一

一

一・ぃ
」

八
・八九

V

－J－－OL
九
一
八－
u
九一
0

・一一九一
一－
一一二
三
・回
」
一八
－u
一

2

・D
一一
一一一
・

1
2
7
L一一
言

一

一二九
一
ニ

2一
一h
－O
山

口
・ト引い泊

五
・川・
一
一｝一・
ι
一八
・
一九

六
・川
〔）
一

一・い】八
一山・
．九一
λ

・山内

鉛

ぬ

責

銅

Cコ Cコ．． 
．－ 工ミL 1.・.1 

一－M
八
一

四
七



一・…ノ、 l f、
正 I IE 

十 l 十

四 ！ 一

－ － 
' --

f竿｜年

一一粉 塊 i粉塊

一重量鎖 ＿1＿鍛 ー鍬i

一
一

ニ・一方九
一

一一・一九一

一－
－

i
z一

一・老さ
一
一・
三

一・
0

さ
え
一
一
・同起一

ブし こ二 I アL ~＂ 
:h... 才＂＇ I =---.L、
:h... .,. I J、 ＂＂＇

孟三三 i孟宅

= －＜孟 I n －‘ 

使羽 ニユ I 1」 ーー
ニコ ニエ ！ ー’ ""' 

－‘5書 I cコ U望

1L. ご. I －ーフL

ζコ~＇＜ I ""- ？~ 

2当＇ ＝－：可 l ，、 cコ
2三，、 I - 1』

ヨ
ク
化
血
平
成
分
ヲ
異

黄

鋸

及

桂

鋸

ユ

於

－

プ

モ

亦

成

分

鋳

物

ノ

消

長

近

年

ノ

採

掘

ニ

係

w
y

モ

ノ

点
奮
時
ノ

モ

ノ

日・内同
一

D
－
L
L
 

0

・2

〔）一
0

・一一八一

四
/¥. 

口・…一回
一
－一八・一
一也一
一九・九口

一・一
点
一
一
九
去
一
一九・
2

0

・毛
一＝一一一
・一一六一一六
・口式

一・
o
A
一ニニ・二
（）一

一六・六九

_;;t. 

ノV

ジ

ア

A

勿

論

ジ
金
ノ

含

有

二

於

ア

優

y
銀

ノ

合

有

二

於

ア

比

劣
内
ノ
銅
分
ユ
於
a

プ

A

大
ナ

Y
差

異

ヲ

認

メ

ズ

大

lit ！鋭

塊 ｜鰍 塊 ｜粉 塊

f苛

TI:. 十主手

鎖

十正大

1定銀i

石川区山
一除
ι

一一
斗
ー企
広
三
ーは
一
f

鎖

一

回

4
7
s

t

o
－ユ八九州一一
一・一口一

0

・五
0

一一一－一一
で一八
・
三
一
一
三
一
一
三
一
一

l
一

鎌
一

辺

一

0
・0
2一方一
一
0
・一二九」一
v
i
o－
－
一
三
一
一
八
・
一
五
一
一九・同
0

7
・一回一

l
一

鍛
一

心一
一
口る
い一一Z

o－－完
了
一・口L

o－
－o一
0

・八
六一
一喜

一
五一
・完
－一一
土
一口一

｜一

半

比
は
仔
…弓
一11
庁
庁
悼
民
1
t
i
h一

鍬
一

山

Hor・0
三
八一口
・一
六五一
一
一一－一
D

一
口・一一口
一
一・
3

一一
宅
・六二｝
一五喜一一

Z
A
L

門・一一一札

鍛一

3

0
・0
Z
Y
I
D
－一
きニ
て

乙
一一
口・云
一
一
色
一
行一
一会一一一一一

2
7
i
o同一

種

業i'{

粉

鋼

鉛

一硫

酸
一

土
一重

土
一硫

ー一

T
O
一一弓一・九一

！
一
子
一
A

一
昌
・
先

l
一
一一－L
一一0
・五一

一

一

｜
－

Z
A一一手先

口・六ヨ一

同・
Z
A

－
－ニ・一八

円・ハじ
一
z
・一同一一立点
・也
一

1定



事t

亘函逼亘面五亘正五邑

一
拍

鍛

一

宗
一口・0
0
－一八七

0
・一一一
一
元
一
・

2
口・ニ旦一
－
z
z・主
一五
一－一一D

Z
・0
0
一
？
一E

o－－一七
一
｝正九剛
一－一0
・右

戸
川一

時
は
片
民

h
p庁
停
止
ほ
片
庁
比
片
片
陪
山
一
一

一
塊

鎖

一

き一
0

・8
S
L

D
－一
三一

一－八七
一
己
一一
一美
一一一
之

ri－－犬一

円・一八一
0

・N
十

・八

一

川
一コ
一
庁
はは
じ日
比三
日日日日三円一一一一
i

一一円は一一一円

佳

一

塊

銃

一

七
O

一口・
0
0
一一五
回一

0
・二七一千一・八九一口三一六一

D
L
一一一一三一一一五一一・九回一一一－一七一

0
・一九一

0
・一一一
一一一一一・完一一九三一一一

銭
一
粉
鎖
一
一
言
一
0
・5
一一一一
回一口・一ニ
0
4

一一・2
1

0
・一五一

D
L
z
一
二三一

E
vi－－
i

0

・二五
一
0
・一一一で一
－A
ぞ
一
三
六

一
策

一
塊
鎖
一

き
一
口－
B
i
o－ニ
0
0
ム
一
・
だ
一
0
・ニ
十
一－一
一一7
5

7
2

7

E

L

D

－一回
一
0
・h
単一
言

一号一
・六九

一
銃

一
粉

鍛

一

五

口一0
・0
0
ニル
4

0

・号一山
4

－一・宗一

D
・。
で
み
八
一

一一宣
言

・2
0
一
z
－A
一一。
．一一
一
ロム一一
一

2一
ェ？と

経

一

塊

鍍

一

七
U

一0
・0
0
ニ－一一八一
0
・二九九
一
一・誕生

0
・ニ
一一
一
一一・
三

一也・八七
一
見－
A
A

－1
－1
0
一
己主主

0
・一議
一
一す一七
一
一一0
・高

敏

一

粉

銃

一

一
一口一
0
・0
0
ニ同
O

一
口・一完一一一－一七一

0
・三一

0
・2

一一一三六一回
0
・2
2

・二一

0
・四一
：

－M
T

一同・
A

一一同－

a

策
一
塊
銃
一
歪
一
口
・
3
一一一。単一

0

・一九一一－一一一・九一一三一－一九一一一八・宏一二一

zvio－－

o
一一・
0

コ一一回・之さ一－

a

綴

一
秒

鍛

一

岡市

τ－
B
i
o－一五八七一一・ハ九
一
0
・一
口一

7ot－－i
一五
三一六
一
回・
i

0

・二
五一

一・
04

2

・国
子
会

経

一塊

鎖
一

心配
一
？
0
0
ニム

0
・一z
i

－－i
g

一一
D
L

一一
二一・
主
主
一
－i

z
・八一
一
0
・－1
；

行一八一
｝一会
一
一宝石

鍛
一
粉
敏
一
－
－
z

－
7
8一一i
o

－－凶完一

＝・z
J

o
－－
聞－
0

・m
八一
一九－

i
aパ・凶一一円・
J

D

－－一回一口
－M
D
一同・凶也一二
三
八

上

越

ノ

知

ク

近

年

採

掘

セ

U
Y

黒
鍍
．
黄
鍍
及
桂
鏑
A

共
一
一

宮

時

ノ

モ

ノ

品

比

シ

金

銀

ノ

含

有

二

年

鍛

年二十正大

T長

年 三 十 JE大年四十正大

鴎
九



スレ胎上 ヲ従ナ三 鍍憧於

JV J・ ジ記 採前 9 0 石トア

二毛殊各 掘 J、大 o ＊！~＼ ジ多

x.J- 亦 ニ種 ジ黒正ナ平ア少

シ粘其鏡 且鍍十 Y 均 J、ノ

底土上石 ツ及四ジ品累相

部中部中 多 寅年 モ位年異
ユユ黒 畳鋪＝大 J、漸ア

念散著錨 鎖 ノノ J、正百次ノν

激在ジ J、 石 貧探金七分品モ

ユスク鍍 キ日 質掘 Q年中 位 合
男子 JV 措床 Mユ ヲ O ニ 金ノ銅

少 毛達ノ 互 鍍主 O _., 0 逸品

ジノス中 ノ ヲト O 金 O 減 位

特砂其央 関 熔ジ 0 9 0 ニユ

有カ四二 J初rミ 剤碓二 0 0 向於
｜ナラ周在 ト鏡五 0 0 へア

ノV 久. _., ' :'} 三／ノ銀 O 九 ノv ＿.、

頭其寅 ア ア採 Oθ 銀モ大

大何鍍醤 利掘 O 四 O ノナ

Ji！. レ又薮 用ヲ O 0 o 、ノν

小タ J、森 ス副ー銀一如差

ノノV 桂 fll Y トー 0 0 ジ異
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ヲ J、綾ノ ユ モ 一 三銅大メ

ナ久図鑑 外近八五二正ズ

セ頭す化 ナ年一九二元係
リ部 JV サ ラ J、四 O 二年ノV

鏑 J、、 ν ス主ト銅二 ζζ

l 石著ヲジ トナー 0 於採
ノ ジ ；古日伝 立，，［） ゾ－ レ 六． 車百J グ f棉慌

周グ通分 7 ＇） 六鉛 JV 鉱
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往石 J 、 キ占 イ 鋸磁 面 傾周 車 議z 然小。膏 網 土 プ 床 鑑 一 向 判 猫鏑 9 ナ

手J、さ， ＿；・、 ！庇 ノ 黄 ノ J 、 プ ア 少と ーー ＿；・、 JV 

互 鍍朕 薄鍍上鍍 ＿；，、 9 タ 桂黒ス 出

ーー 床 或 層 モ 部床 互 ff;'j: ノv 鍍鍍 入

キ占 ノ J、 挟亦 ...、 ノ ーー ーー モ 一 ト ーー

土 北 銃在痔黒西 直 寅 在七 広＂髭’じ ！司 ，臼z口・;  

及 部染 Jえ 小銭部 線銀銭 閏 三‘y ー、司司

石 一一 獄 レ ジ 及
‘ 

ヨ 的 ノ セ ク ’止；－

膏 粘 鉱 ト 下 貰 9 境 破 ノ フ 鉱1 一
ノ 土 床 司三 底鋸蒔J 界 片境 レ 床 境

京音［5 音E
． 

｛殻 中 ヲ ーー ヲ カ 界 又 ノ 界

品 成錨 ヨ 一 以 黒 J 、 J 、 輩リ
ヨ 散 三／ プ 9 亙 プ 鏡黒 キ~j 央 然
9 在 プ J 、 J、 プ 9 境 中 鍍 士巾 音替｜； 
f点； ス 抑i互 碇傾 首 セ 一 ジ

ノV 塊 濯 鍍 セ 議 9 包 技 一 者止 プ

殻！伏 シ 移 ノ フ 森 手f ブ、 i放 森 明

石載 ；邑 、、、 レ fij セ ノV 在 角 jJ 

ヨ ・，日ニS． f,Jと 三／ 著下蛍 フ Jえ 盤 一
ク ノ タ 又 ジ 底 ;f ,- JV そ／｝＇ 粘 岩 三〆

ブ キr1i JV 1JJ; ク ーー };:. 、ノ 土 ヰ事 プ

包 士 4うJSlユ ：'.t'イI 号変立E 同 モ tlu 中 ーー 殊
’可？ ト．界 タ 連 よ‘ 石 ノ ク 一 目玉 一
L〆 接 ヲ ノV コζ ーー －ノー1・1、・Eー－ ． ア 字リ 産 胎 意古
殻－ 三ζ 認 石 黒従 1孔 9 奴－ Jえ シ 土

;v メ 英鏡 ヒ ｝百 ＇，ゾlタ ノV 或・ ーー

殻部 Y!if; キ且 黒岩 ーー フ モ J、 接

五 分 シ 而 ノ 鍍 ノ 角 芳、 ノ 黒 Jζ 

ノ 一 岩境先 M£ 稜互 ーー 鏑 JV 

問 ア 及 2も ツ 域 質 一 ア ヲ 4奴ni 

ーー ，，、 角 一 尖 ーー ーー f!I折 9 包 メιa』

...、 石 盤 ＿；・、 滅接 三〆 移 プ 、、ー、 ーー
企....... 司・ 膏 岩通 三ノ 達． プ .A d，、 或 方を

臨「I｜探 ＿；・、 常次 二九 ノV 四 ...、 、プ、



上 間 ーー テ 閃 ノ ナ 時 集 品 ノ 狛 ・re ヲ

述 隙 晶 閃 亜 品 JV ーー ハI'<・、 出 疏 是 ーー 残
ノ ヲ 出 亜 鉛 出 :::2 ヌE巳J 髄 ア iも ，毛町r 雨存

諸 充 毛 鉛 鍍 順 ト 等 ノ 9 鍍 ノ 者 ス

;J;N'. 填 ノV 鏡 及 序 明 ーー 間 石 物 鏑 ノ JV 

筑3 .A ，，、 及 方 J 、 ナ ヨ ーー 英 並石 rm コ
ーー 石 方 S合 必 ク 、y 網 ヲ ヲ ーー ト

ヨ 宵： 鈴鍍 ス 黄 プ 朕 交 石 顕 J 、 ア

9 ーー 鏡 ＝己 三〆 銅 杭＝ ヲ f¥; 英徴 粘 9 

桂 ジ ヲ ヨ モ 鋸切 ナ ジ f}. 鏡 土幾
化 ア 横 !) 一ーー フ ジ 其 タ卜 下 ノ 天
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一 量告 ノ モ 富 J 、 ヨた 鉛鏑 、ヲ 一 接 ＿，・、

-m士 鏡 生他 喝、、 閃 キ 鏡 ーー プ 結相石
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五
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事〆 ノV S合 品 杢 今 弦 鋸 7 桂 最沈 カ、
モ ナ 鉱石 ク 硫 ーー 石 黒 鎮後 澱 一－・
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！／勿を仕 、鍍 、JI頂 類 作 JV ーー 鍛

ナ ノ 鉱ー :::% 物 モ 序 ノ 用 :::% 閃 鉱
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叉 狛接又中森 J、ノV 小 澱 熱

赤仔被北ニ奮鏑塊坂 サ水

森細表方良火染朕鏡 レ溶

角ニセ鉛ク山朕ヲ山 夕波

鑓是ラ山接中ヲ成ノ JV ノ

岩ヲ ν 二 達二成シ鏡 ミユ 富
! ' 或ト｛設小於セ J、 γ 床 基化

赤ス 坂 ア ノV 殆ア A J、 因作

森 y 鋸モ鋸 ン存著 ti. 鎮 ス用｜

凝 ζ 床鉱 床トスジ白 床 ノV ュ｜
友赤ノ化 毛 、其其ク色 生 モヨ
岩森生ゼ是存大桂ノ ノヅ

ト 角成ノV ヲ在部化粘 成 ナア

ノ盤 J、寄被ヲ分作土 期 3 生

境岩恰破へ認 J、用品 成

界 中モ森 JV メ沓ヲ獲 す｜
よ二 ζ 赤石赤ス稜受化 レ

脈モ森英森例森ケセ シ

肢往火粗角へ奮タ JV ユ

ノ今 山面蛍 J、火ノV 醤 釘

黒微生岩岩露山替議 シ

鏑小成カト天ノ被森 従
ヲナ以鍍ノ掘残森角 者

/ffi JV 前化境 ノ跡石盤 J、

胎鏑ニノ界束中 英岩 下

ジ塊嵐跡二 側二組 Iド 降

｛医ヲスナ於ニ限）市二 酸

令含 JV キア於ラ岩－ )Jn ·~J: 
黒有カ赤断 7 レ中胎 冷

鑓ス知森絶蓄是ニジ 7]<. 

鏑 JV ジ凝セ議ヲ網ア 裕

床コ然友ノV 森蔽脈不 被

生トレ岩ヵ角へ朕規 ヨ

成アトユ如欝 JV 若則 !) 

ノ Y 、モ直ク岩赤クナ 沈



モ 組小 ーー シ際受床岩育大

存商坂 蝕小偲 ケ ノ ヲ 時部
ジ岩 鏑 磨坂像 ツ生蔽 代 分
後 中 山 作鍍 ヲ ア 成 フ 迄 J、

生 ーー ノ 用床含 !) 後赤 縫 蕎
的 Jffi 鋸 ヲ ノ 、、、 事〆 溢森績薮

‘ 
ーー 胎床 受生且 ＝， 流流 セ 森
生 ス －＇・、 ケ成 τF ト セ 紋ノV 奮
成 Jν 本 成 タ 同著 J、 三〆 !iヨgl ::% 火
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モ ナ ノ ト 火鏑森 ーー うF ナ 育
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． 

成 存部認J、 ::% ノ ト

ス 整盤 セ ト Jえ J、 メ Jffi ス
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t・
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鏡被是 フじ !) 層地 フ ノν 主主
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要 赤セ 粗是敷 J、 流盤赤
構森ノV 面等 ノ ν 紋岩森
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.9 .9 掘、 、 JV ;A 掘

又下 ノ 集現 J、

上部束塊在小

部約側 ヲ 見坂
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約其蛍 !) 醤 居鏡 レ部岩・ 手〆 化至
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米態 ヨ Yフt*. !) v ク プ 挟英用 一
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－＞、 ーー 荏－ fむ ;_; 二Sf プ 鑑 三〆 且岩石

キ占 プ 鋸 ジ 中 注 道 ヅ －＇・、 英、
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ア 底伍 t民主司、 玄日 へ JV 閲 一 ヨ -!t三I 

!) ーー 胎 竪 ジ キ モ 係近 !) ヨ
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同 鏑 亙J=1王＇ ~ ヲ 坑盤樫ス 脈 カ .... ・、

税lうT ノ 漣道 J、 ア ノν J、 ーー 露

ナ L〆 石車 .3't 地友 9 モ 多黄天
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盤 ヲ 色紫鋸蓮短

品 ナ J、 蘇等 セ 柱

ヲ コミ 株主草 / ノレ 状

冴三 モ 色 石包 モ ノ

コζ ノ ヨ ノ、 表 ノ fr1日; 

毛 ア ソ 長物稀 品
ノ リ 禍柱 ヲ ナ ヲ

ア 輝総収有 フ ナ

ソ 石色 ノ ス 主主 三J

結 斯
「

国リ J、 一 ノレ ノ

成紫漣 1li'1 工主 ノV ノv

砕蘇 ス ヲ ト 毛 ノず

ト 輝屡 ナ ア ノ イ

シ 石 々 シ ヲ ーー ト

ブ 一 粒卓勤 ア 隻
d，、 比状面稿 リ 日日目

磁 ス ノ － ー i白 ア 及
ー寸

銭 v 輝平位 ~ 、 カ

鋸 ノ、 石行角 屡ノレ

ヲ 甚 ヲ ナ ノ、 々 、

有 タ 包 ノド 約 或 ス

ス 稀衰 野三 一
ーー 物 開 十定 ト

三J 明五 ノ 盤
プ シ 瞭度帯品

多 プ － ー
ーー ヲ

ク 有 三〆 ジ I告 ナ
ノ、 三ノ プ プ ヒ ス

粒又多目f 移叉
朕 之色友 シ 累

ヲ 性長 ク 帯

ナ 累 ヲ 石輝構

ペ帯示 ーー 有遣 l
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七
五

同 脈 ナ J、 上

時 ーー シ 凝主E
代 ヨ 康友 ノ

ノ ヲ ク 岩諸

モ ア 号妻 一* ノ 続 達 整 石
ア 明j ス 合中

ソ フ ノレ的最

中 L〆 モ ーー ti 
撤或 ノ ネ皮 ヨF

附 J、 一 覆 ごE

逗熔 ジ セ ノ

ーー ~~ プ プ ，，・、

ア 流其 v 頁
J、 ーー 大 タ :!Et 
石 ヨ 部 ワ 一
央-f+・ リ 長ト凝 シ

粗 プ J、 友 ア

面覆火岩第
岩 J、 成 .；・、

一
ヲ ノレ 岩前 紀

覆 、 ノ 記層
，、、 モ 噴頁 ノ

9 少出岩下
ク 臼1 ト 苦E
モ 前共 ーー

其 ノ ーー 接

一生調達

部成査 シ

ーー 巨細
J、 係 域 地

火 リ ノ 下

成或 基 流
岩 J、盤 ーー

ト 11三Sf ヲ プ

::r 

ト

ア

ヲ

一一一
石ι.Lf 

石

本日

互
ノ

開
係

定・ト ナ 或盤襲
ジ化ノレ J、 質朽

難作 モ 短若安

シ用 ノ 柱 シ 山

岩 ヲ ＿；・、 肢 ク 石
F『、

魚石受 ア ヲ

ノ ケ ノV ナ ーー J、

割其バ 三主 凝捌

目 性イ 長京総

空質 ト 石岩色

f同不健斑 ト 鍛

等安全品 日日日 ノ 密

一 明 ヲ ト 直 ノ

1告ナ 示毛別岩
ヒ リ ジ艶容石

プ 有中朕易 一由
J、 色性構 ナ シ

二鋸長選 フ ブ

衣物石 ヲ サ 時

的 モ ーー ナ JV ーー

成亦属 ス ::r 長

生全 三ζ 石 ト 石

ーー クノV 基 往 ノ園、
係 ワ モ ヨ 々 斑
ノV フ 多 ヲ ナ 品

調 、 ク 成 9 ヲ

毛 イ ノV E長正E民 冨11；』H心

朕 ト 甚長倣 よ‘

ノ 化 シ石 鏡－ノV

石 三J ク ノ 下 モ
「

英其 ユF 土色 ーー ノ

ヲ 性 較ア ア

認質 .7.」 的 J、 v 

よ‘ ヲ ラ 新柱 ト

ノV 決イ 鮮肢 '£: 



ス安最セ中火 ア ア ノV 老ヲリ山頁

へ山後ノV ユ山 J、 y 、倉ナ 明頂岩

キ岩ユヲ行角巴石多モ峠シナ部及

資 及噴以 J、賢英クノノ或リニ凝

料石出 アレ岩粗 J、 J、岩 J、滋義友

ナ英セ本ジ J、面岩盤脈附朽達岩
キ粗ノV 岩モ諸岩脈朽 J、近安 セ ノ

モ商 J、脈ノ火ヲト安凝各山ソ沈

雨岩雨ノ、ュ成被ジ山友所岩凝積

輝ヲ輝；），~シ岩覆ア岩岩ュノ友ユ

石 被石性ア トセ凝中中岩道 岩 績
安覆安安然ノノV 友ユヲ脈流 ヨ ア

山セ山山モ闘ヲ岩存走ヲェソ麓

岩ソ岩岩不係以叉スノV ナ績後朽
ノ、基ニノ老ヲ ア A ノレ貰ジキ期安

極性シ噴倉直是麓貫例アアノ山

メ安ア出鋸接ョ朽例＝凝石 生 岩

ア山 四 後 山知ソ安ナシ友英成ノ

新 岩角ェノ リ 後 山 リ ア 岩 粗ユ溢

鮮及 獄道鋸難期岩真金及面属 流
ナ火ノ入床キノ中ラ堀鍾岩スア
JV JlJ 頂シノ、モモエエ津朽ノノv 9 

外角 上タ前其ノ産是上安噴コ 中
観 賢二ノV 逃避ナスユ流山出ト獄．
ヲ岩熔モノ入ノv v 績及岩ア J、山

呈ト岩ノ何 J、コトキ足中リ 是！医

スノ流ナレ不トモア洗ヲ中ヲヲ

JV 閲ヲクノ老明中基津貫獄被除
二係ナ ン 岩倉ナ識性北ケノ覆ク

動 J、シ 石鑑ソ山安方ソ山 セ爾

ジ是 疑 中床 脈山山細頂ノV 飴

基ヲ友 ユ生 ノ岩頂地ニコノ

性明岩 モ成 西 ノニ 津熔ト山

安 ヵ鍾 Jlli ノ 部噴現及岩 ユ 脈
山品朽 胎途 ＝出 J、不流 ヨ ノ
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月
同
山
一
ね
脈
ヨ

η
ノ
古
キ
各
種

岩
石
ノ
破
片
ヲ
有
ス

ノV

山
石
及
火
山
角
種
山
石
川
屡
々
甚
シ
ク
麗
質
シ
、
且
ツ
火
山
角
織
田
川
ね
中
－
一

U
Y

ヲ
以
－
ア
、
雨
輝
石
安

毛
、
雨
輝
石
安
山
岩
ノ
破
片
A

会
ク
之
ヲ
快
如
セ

山
岩
ヲ
、
火
山
角
盤
石
ノ
逝
入
以
後
ノ
噴
出
ユ
係

Y

毛
ノ
ト
シ
ア
大
過
ナ
カ
ラ
ン

以
上
ノ
如
ク

ーー

シ
ア
火
成
岩
ノ
噴
出
時
代
ヲ
終
リ
、
績
－
ア
浮
石
層
ノ
沈
積
ノ
時
代
二
入
レ

タ

ノV

層

ノ

沈

積

』

輝

石

安

山

岩

ノ

噴

出

ノ

終

9

タ

~ 

ト

ぺ
同
居
中
－
一
輝
石
安
山

岩

ノ
岩
片
ヲ
含
ム

雨郡石安山岩

火山角鐙岩

基性安山岩

石英組商岩ー

置を朽安山岩

浮石屠

凝3正岩

頁岩

Y

後
、
若
ク

~ 

y
、本

月
殆
ン

ト
之
ト
同
時
ユ
行
A

L〆

ト

ーー
ヨ

y
－
ア
知

Y

ヲ
得
へ

ジ

成
立
ス

是
等
ノ
観
察
ノ
結
果
－
一

，、、

シ

ヨ
リ
戎
ノ
如
キ
関
係

山石
、
火
山
角

盛
山
石
、
雨
輝
石
安
山
岩
等
火
成
岩
ノ

頁

岩

及

凝

灰

岩

等

水

成

岩

ノ

沈

澱

援
朽
安
山
岩
、
石
英
粗
商
岩
、
基
性
安
山

蝕 噴

Jf~ （三）出

及
蝕
廓

浮
石
居
ノ
沈
積
及
現
在
河
流
－
一

ノV

ヨ

七
七



t也 向 J、是鋳是長多下調 五七
皮 ノ 走等＝裂ヶ少フ査 闘
f事＂弓l 染 際

L... 

匝 係モ げ1] ノ ヲ ノ サ

五品 ノ 約 露色 ーー 作硫 レ域 ヲ

ノ －＂・、 北頭 サ 沿 ') イと ト 内 国

方 全六 －＂，、 v ヒ 他鋸 モ 一 第 /J三

fiiJ ク 十其 タ プ d，、 ヲ 是存 一 三主

一ヲ 是度石ノν 穆角 有 ヲ ス 一 JV 一
指 ヲ 東英 ーー 水盤 Jζ 大ノV

二早己己

示見 ーー 脈外 ノ 岩ノV 別鋸 掃
ス コぇ ジ ヲ ナ 疎 々 モ .A 床 ε.IE'各I? 

銀、
固

ノレ 此 プ ナ フ 遁脈 ノ ノV J 、 ノ

モ 方 稀 ス コミ ジ ーー ーー ト 裂 頭
床 ま日

ノ 向 ーー ト 易沿 ジ キ 時： 通 シ

ト ，.；・、 東角 キ ヒ ア ＿；・、 充 論
云附西 盤 活 服屡ニ填
プ 近 ノ ＊＇王， メ 朕 々 種鋸
，、、 ーー 走 々 雪同火合 ヲ 風 一 床
シ於 向 脈 岩 ナ 雨分 ーー

ケ ヲ 中 石 三J 1.K ツ 属
ノV 有 ーー 中 プ 雲 ::z ブ．

各 3主 存 ーー 酸 ノ ト 露
種 ノV .A 合 化風 ヲ 国

火 司王 ノV ・守 鋭 化得 J、

成 ノ ト v ヲ 作 〆、、 こ甚

友弘勾三f ア ヲ タ 侵用 シ 多

々 v 問 /V 出 ヲ 自日 ク

！服 ト －＇・、 硫 Jえ 古ーナ－ チ 其
ノ モ ニz 化ノV ケ 一敷
走夫何 錬 モ ~ ＿，、 少
向 v L〆 ノ ノ 一 石 タ

ト 以 モ 酸 ナ 赤英 モ

一外大 イむ ヲ 褐 脈七、
致 ノ 多 ジ 蓋 色 中 十
ジ 走数 鍛 シ ノ ーー ヲ

司
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七
九

走 グ 上、
リ 不連

走 老 ノ

filj 倉鋸

ーー 本脈

沿鏑 中

ヒ ＿；，、 最

ア 不 モ

千 老 重

四 倉要

百鑓 ナ

五 山 ノv

一 ノ、

米於不

傾 ケ 老

説 ノレ 倉

ーー 親本

j官錨鎚

ヒ ーー

プ 三／ ジ

J、 ア 7 

一 久大
百七正
米 I宰錨

目、 ノ 地
上露森

連頭鍋

績 ヨ 四
シ リ F「
上細年

盤地錨

叉 ーー 等
，，、 向 是

下 ヒ 一
盤 ア 亜

フ 是 ノ ノ 脈甚 ス 東 露

ヲ 等夏 一申 等 タ ノV 西頭

特ノ坂 シ 何重 モ ノ ノ

徴鋸買 プ レ要 ノ 走走

ト 脈 永走 モ ナ ーー 向 向
三ζ J、 鋸 向五七 ノレ 三J ヲ 一

何 山 傾方 モ ア 有於
L〆 ノ 斜 向 ノ 其 三毛 ア 一

一モ 鏑共 一 ア 数ノV 明

主 ！医 、ー 毘 リ 多 モ ナ

脈等著 ス 不 キ ノ ノレ 鍍
ア シ 然老一

ノ ア 女日

ソ 一 ク 合
、、、 リ ク;i〆

版一
プ ノ 主基 銀 ナ 前鋭
是稼紅i後 rlr フ 者 JI辰

=I 4す セ 者 ／ ス 自日 ノ

リ 一 三毛 ~n 不長 チ 大

多堪僅 rノ_,._ 

老 ク J.if 多

数 フ 卯 合南未数
ノ ノレ 不 四本北錨 ノ、

支 モ 老鋪鎚二月 大

！服 ノ 合 ノ、 大連本略
ヲ ア 銀ヨト正 リ I也 北

i技ノV 山 岐 f遇 傾 』｝j ノ_L、~ 

チ ヲ ノ rlr f也 奈｝ ノ

叉見 四 ！眠森 主

微ノV 「 ノ鎚 、4月d' ~町ご 東
ノj、 ノ 年方四 ヒ rtr ノ

ナ 、、、 錨 向 角 プ ！眠 走
JI--ノ ナ 市.'J 一戸 鏑 ごE ノ 向

平 ソ 査平山 深方 ヲ

fi 直行 ノ ク 向 有

脈 域 ス 主連 さJ

ヲ 東 ノV 要績ー稀

f宇 方 モ 鑑 ペ致 ーー



石不 向大錦上米五 － ー
ヨ 堀 ーー

中老 ーー 切 ノ 連下 ヲ 及 リ I宰数

ヲ 倉 沿下枝諸底 プ ，、、 ！瓦 ノ 4廃
北鋸 ヒ 二服鋸ュ 存 ソ リ 上 ノ

東山 プ 番 ヲ ！ほ百ス 錨走流平

ヨ ノ モ 坑 ナ ノ 米ノV 幅 向 ーー 行

ヲ 錬 短 ’ず .7. 何以 モ J 、 一 在！阪

南 脈 一 縮 ア 延 レー上 ノ 十沿 リ ヲ一一 ~1t f宇西 J、 シ依長毛逗ヲ 糎 ヒ

一 凝 最然四北績主 内 ア 主 r、

縦友 母 下 ト百南束シ 脈外 J、要 1) 

走岩 !f王~ 底 ジ米 平 ト ヲ 四部而

Jミ 石 及
ーー プ 技西均 ジ以百分 プ

レ英 プ 連脈 二六之 ア 米 J、 親

ト キ旦 母 －＇・、 績中走十 ーー 普乃二錨

モ 面 石ιJ_f 延 京、 最ノV 糎六遁至十 ノ

英石 岩角 ト 長ノレ大 ーー 内本 ト 五競平

鍍
百 モ ノ 封外 ノ ヌ、 百錨均

組 盤 五下 ごE シノ 平又米 ヨ ノ

面岩 床 十底 ノ 四鍋行地連 ソ 錨

岩盤 ト 米 ーー ナ 十幅！眠森績二幅

基ー朽 ノ
内進、 リ 年ー ヲ ヲ 錨 シ十 J、

性 安 外 よ‘ 下鎚有仲 ノ、 傾 六 一

安 仕I 閥 ト ーー 底 ノ 、 セ ，、、 地説韓米

岩山 砦基 係 ナ 従 一 走ソ リ オ有司屯三 一 鎚以
v ヒ 向 向 主津 沿

F上
中 性 9 口r::t口 ヒ 東 ！医 ノ ヒ ：寺三 一
一 安 イ立 プ 西 －＇・、 ←t プ ノレ 達

ブ ιI 漸 J、 － ー 走流 ／、／』I、-セ
’k 

J、岩 究本 ジ I句 ヨ 最 本 リ 0 

鏡 等 悪錨 プ ーー リ 深 ノ 大
脈各 ク ト 不 沿墓百平正
ノ 種 且 同老 ヒ 所五行錨

華量 ノ ヅ シ倉 三津十 銭 J、

達 岩 走 ク 本 百 一 米脈金



宅

大 角 ーー 一 接 ナ 基

正盤 モ プ 朽ノV 性 Y 其ムヲ 節地好

鋪岩起 ＿，、 安 ピ 女-... シ主ナ目理ノナ

等 ーー 因鏡 山 リ ur カ要キ的ノ南フ

ーー プ ス 町長 岩錨 芳μ三8I 如部ニト費方 ス

プ ＿.，、 レ著 J 、 ーー 中 ジタ ト 至シ達稲又 f

＿，、 直 ト シ 不 ジ － ー
J、 ν アセ荷麓

往接 モ ク 老 ア 存 :1ヨ.:. リ稼 ノレ津朽 i
々 同 又升 倉多 .A 一 ト行石ノ安

角 岩母岐 本 ク ノV 近 云 セ英奮山

盤石岩 三〆 錨 ノ 鏡 接 フ フ 粗坑去、
-!t王, 中 ノ 多 久望 脈 二九 四 レ面 J、 中

脈 一 性数 七 ヲ ＿，・、 JV 角 タ 岩 石 一
若質 ノ 坑蝿 不 凝鋸ノV 中 英 プ

1合 シ － ー
支 ~. ジ 老 友 ur モ ノ 事且 ノ、

ヒ キ 懐脈 上難 倉 疋ι勾ヨf ノ 厚含面肢

ブ 鋸 ノV ヲ ノ ジ 娘二 中鋸薄銅岩

良 ！服 て2 成 母 山 ニ脈恒石中 ブ

括ー ヲ セ 岩 大 存モナ英ニ数

ナ 号菱砂 リ ト 正 ジ石キ！服店 イ康
;v 見 jJ 是 シ ．立

鎖 ヲ「 フ L〆 プ 入 英組！眠シセ裂

脈 v .A 一 重 西 粗面ニアノV 僻

ノ タ ーー 要 萌i 商岩ジ大鋸ト

費ノV a，、 ナ 一 岩ノア 正脈ナ

達 :7 鍍 ノv 見 中岩終元 ノ ノレ

.A ト ！服 .;i: フ ーー 脈 ーー 年一 ヲ

JV ナ ノ ノ ノV プ ーー 採頃 例通

八
こr キ t也 ーー 、 ＿，、 沿掘 ヨ ナ 則

‘ト モ 表 ジ モ 強 ヒ ヲ ') リ ト

ア 不 プ 多 況 ア 中約本 フ、

リ 老 近 本 ク 良接止ニ鏑

自日 倉 ツ xヨgf ＿，、 好達 二え ケ 脈

チ 本 ケ 石 狭 ナ Jξ ノV 年 J、

鎖錨 /V 中 少 フ ノV ノ 銅柱



著泥岩鍍 長以 分脈大凝！仮

シ石 中脈 石上 肢ノ正友ノ

ヵ株ノ附 化ノ ス殺 錨岩成

ラ簾有近 作諸 ノV 達地 J、図

サ石色 ノ 用岩 コ特森本ト

ノV 方領岩 ヲ石 トニ錨地密

部解物石 受ハ ナ良等方接

タト石及ノ、 ヶ鋸 四 シ好ノ ノ ノ

ユ及磁ー テ脈 ナ各鋸閲

ア黄銭般粒著ノ ノレ 錨床係
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IMPERIAL CiEOLOCiICAL SURVEY OF JAPAN 

REPORT No. 107 

Geology and Ore-deposits of the Kosaka Mine 

By 

KAMEIU K:rnosHI'l'A. 

GEOLOGY: The Kosaka mine which is known as having thE 

larg帥 de伊 丹itof the“Knrok・δ”（Black ore) lies about 35 kilon叫 m

easむofOdate on the Ou Main Railway-line. 

The environs of the min巴＜－'Onsistof liparites and i民知能， dacites

and pyrox巴n巴－andesitc. The floor of the mine is made up of the Bara-

mori volcanic breccia which contains angular fragmenおofclayslate, 

quartzite, etc., and shows a regular stratification with dips of 30・－40°

to the ea白色． This breccia is the impor句凶 countryrock of“Kuroko＇’ 
deposit in this district and is alter巴dpartly into a white plastic day 

and parlty into a poorly pyritized“Keiko”（Siliceous ore)wl1ich greaか

ly resembl的 theminer乱lizedBaramori liparite piercing it. 

The Baramori liparite is wli'it巴， lithoiditic,generally ma的iveand 

compact, but near the ore depo.:;it iむisexceedingly crushed soもhatit 

shows a brecciated appearancc. 日 iscovered with the Akamori vol-

canic breccia which shows a similar lithological character, though more 

whitish in colour and more tufaceous in nature. This latter runs from 

east加 W白色 anddips to north, freque凶lycrossed by the Sngi拘 wa.

andesite dykes. Above出isbreccia出ereis the巧0・calledAkamori tuff 

which is brecciated in it<i upper porもionand covered with the Akamori 
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rhyolite. This tuff is quite di自urentfrom the Akamori volcanic 

breccia in petrographical characむersand Ii巴sunconformably on the 

latter. 

The Akamori rhyolit巴 iswhite or reddish gray and vitreous, ex-

hibiting a remarkable finidal structure and partly changing into a 

typical perlite. It is pierced by the Akamori dacite at the ea月ternside 

of the mining pit, and partly covered with the Motoyama <lacite. Both 

the Akamori and Motoyama dacites have nearly the same min巴ral-

ogical constituent~， but are distinguishable by the di合ferenccof their 

crysぬllinity. The Akamori dacite crops out on the summit of Akamo・

ri-Peak, which is th巴 highestpoint near the deposit, while the Moto-

yama dacite is found ali around Akamori, as if it had fiowd down 

from the top. 

Unconformably covering the Motoyama dacite ther巴area purplish 

tu笹・ witha出inbasal conglom巴rateand also an andesite flow (Horiki-

rizawa andesite) which is overlaid by the gravel and pumice beds of 

the Pleistocene. 

ORE DEPOSITS : The deposit of the Kosaka mine belongs to出e

“Kurokδ”type. The shape of the main ore bo:ly resembles a Japan-

e誕 turnipand iお outlinenearly corresponds to the shape of色heopen-

cu色pitwi出品目 long巴rN-S diameter乱bouむ 750 m., the shorter E-'V 

diameter about 300 m. and depth about 90 m., suddenly diminishing 

iぉdiametersdownwards. l 

The deposit is composed of three di品rentkinds of ores, viz. 

“Kurok0”or black ore，“δko”or yellow ore and “Keiko”or 

siliceous ore. The“Kuroko》” consistsof an intimate mixture of galena, 

zincblende and barite, with帥 mechalcopyrite and pyrite. Th日“ δko＇’

is a cry.~tallinc maぉivepyriお accompaniedby a small am)unt of chal-
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copyrite. The “Keiko”is an altered liparite or silicified volcanic 

breccia impregnated with a variable quantity of pyrite, together with 

some自ulphid巴 ore司 mineral昂forming“Kuroko" 

Larger or smaller m乱丹弓esof “Kuroko” in as：雪O巴i乱tionwith those 

of“Okδ”are endo思edin the Baramori volcanic breccia which is 

accomp日niedby the Baramori liparite. The volcanic breccia as well 

as the liparit巴areso highly silicified and pyritized in the neighbour-

hood of the“Kuroko”or“Okδ”as to be worked as“Keikδ”． 
In回 meplaces a network of vein~ principally compo弓edof pyrite and 

chalcopyrite is found in the brecciated“Keiko”. The “Okδ”is 

sometimes replaced by galena or zincblende, or traver白edby veinlets of 

barite. The formation of“Oko”is later than that of “Keikδ” 
and is earlier than that of “Kuroko”． 

In all of these three kinds of or町 viz.“Kuroko勺“Okら” and

“Keik♂， metallic minerals frequently replace gangue minerals though 

the latter never replaces the former. So far as the writer is aware, 

the ord巴rof the specifie volume of the minerals forms an impor.tant 

faetor in the replac巴ment. For example taking the commonest gangue 

minerals such as quartz, calcite and barite, and comparing their 

specific volume with thoョeof some sulphides, it is quite evident that the 

specific volumes of the latter are much lower. 

Gangue minerals. Metallic minerals. 

Mineral Density. Sp.Volume. Mineral Density. Sp.Volume. 
Quartz 2.66 0.66 Zincblende 3.7 0.27 

Calcite 2-72 0.37 Chalcopyrite 4.2 0.24 

Barite 4.5 0.22 Covel line 4-6 0.22 
Pvrite 5.0 0.20 
Bornite 5.7 0.18 
Chalcocite 5.7 0.18 
Galena 7.5 0.13 
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Fnrthermore, even in the case of the replacement of meぬllic

minerals, the月p3c:ificvolume relation also holds good in nearly all the 

m昭防 butone. And that one cas巴isfound in covelliue when it is 

asso巴iatedwith some sulphide minerals. Covelliue, having a larger 

西pecificvolume: than pyrite, bornite and ch乱lc'.witョ， oftef1replaces these 

minerals. This seemヨわ cl日p~nd rn礼inlyon the diff~r巴nee of conditions 

of crystallization of the above mentioned minerals from a solution. 

Zincblendc, clialcopyritc, pyrite, galena and ganguc mineral月 arecvi-

d巴ntlymineraliz'.!:l by an asccndin刊 alkalinesolution. Borniもeand 
で3

chalcoci tt ~ tlr0 al、o found to occur r巴placing pyrite, etc., without 

anastomo>iug chann己ls. From the fact covelline is almost invariably 

develop2cl in form of a thin crust on the surface of boruite or cltul・

cocite us well as of vcinlet' l山rci時 them,it may be col¥jectured tha七

the said min巴ralwas formc:1 by a clcscending acid solnもion.

AGE OF MINERALIZATION : The ore body of the Iζ0.3alrn mine 

is distributed only in the Baramori volcanic br巴cciaand Bnrarnori 

liparite, the Akamori volcanic brccci乱 having b:~cn 《l epositccl 011 the 

truncabrl top of the ore body. Strictly sp日aking, however, a sl ig;hむ

mineralization is also fon日＜1in the Akamori brcccia, though ti日J:C is 

no evidence of it in the Akamori rhyolite. Therefore it円CJ!l.1S US if 

the mineralization of・＂Kuroku”hadtaken place before the outflow of 

the Akamori rliyolite. No七onlyfrom this fact, but ali3o from the 

minerali:r.ed pebbl凶 foundin the basal part of the l¥foti;iyama dacitc flow, 

the writer belicYc元 thatthe formation of the ore clepo暗itof the Kosa］王a

mine is later in age than the extrusion of the Baramori liparite, th0ugh 

earlier than that of the Akamori rhyolite. 
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Geology and Ore-deposits of the 

Furokura and Shikaku Mines 

J3v-

KAMEKI KlNOSHlTA. 

In the north-eastern part of Akita Prefecture, numerous ore-

deposits are found crowded in the Tertiary Formation, having wme 

connection with effusive rock内 suchas liparit巴andandesite. The area, 

ther巴fore is a well knoτvn minin伊 districtin NorもhernJapan. The 
0 

present paper deals with fissure v巴insof eopp巴rin Furoknra and Shi-

kaku min巴ち both of whieh arc the most important in the district. 

The claims of Furoknra and Shikaku mines lie on the highway 

between Kemanai, a :,tation on the Akita Railway line, and San-nohe 

of the '1¥>hoku Main Railway line, and occupies over 16 sq. km. 

GEOLOGY: The region is chiefly compo旦edof the Tertiary Forma-

tion consisting of shale and green tuff, which are crossed by liparite 

and andesit巴， withwhich the depositョaregenetically connected. 

Th巴 successionand charact巴rof these rock types are as follows: 

Recent, Stream alluvium, consisting of clay, sand and gravel. 

一一一Unconformity－一一

Terrace- Pumice b巴dintercalating clay. 

deposit, Basal gr乱velbed. 

一一一Unconformity一一一

Volcanics, Two-pyroxene andesitB （回 lavaflows). 

Volcanic breccia (as dykes). 

Basic an晶site(as dykes and lava flows). 



Tertiary, 
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Plagioliparite （酎 dykesand lava flows). 

Apo-andesite (as lava flows), partly propylite. 

一一一Unconformity－一一
Green tuft: 

Shale. 

ORE-DEPOSITS : The deposit of the Furokura a~d Shikaku 

mines belongs t.o the fissure filling, and the veins usually occur traver白ing

every one of the volcanic rocks found, namely; plagioliparite, basic 

andesite, apo・anclesiteand green tuff. They gener乱Uyrun NNE-SSW 

or E 

veins vary from 10 e巴nもi-metre•雪 加 5m巴tre月 and the length form 300 

to 1500 meもres ． 

The or日sare not only found in plagiolip乱riteand basic anclesit恐，

but mor巴abundantlyin the apo・andesiteand green tuff. The mineral-

izing action鈴 ems旬 havebeen strong enough t.o destroy all the 

ferromagnesian minerals in the country rocks, and the silicification of 

他emother rock are markedly noticed in the very borders of the 

lipariお throughoutthe di坊rict. Som巴specimensshow the formation 

of albite and actinolitic hornblende as alteration product!雪 in the 

mother rock. 

Fissure fillings may be classifi巴das follows : -

a) Chloriもe-coppervein. 

b) Chlorite-copper vein with brecciated vein as well as with quartz戸

hematite vein. 

c) Brecciated vein. 

d) Brecciated vein with quartz-Hematite ve恥

e) Chlorite-copper vein with breccia旬dvein as well凶 withgalena-

sphalerite vein. 
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。Brecciatedvein with galena-sphalerite vein. 

g) Chlorite-copper vein with brecciated vein, galena-sphaleriむevein, 

and quartz-hematite vein. 

h) Cl山rite-coppervein with galena-sphalerite vein. 

The mineralization seems to have begun wi出 血eformation of 

chlori飴・coppervein which fills fractures and also replacs a part of the 

country rock. Then the filling of the gray brecciaもookplace with 

some tra四 ofmineralization. Soon afterward, galena-sphaleriもeveins 

were introduced and succeeded by hematite-quartz veins which are 

either occupying rims around the copper or巴 orC巴mentingfracture1唱 or

replacing the mineralized ores and gangue minerals. 

From the fact that no pneumatolytic minerals are found in the 

ores and also in the mother rocks, iむseemslikely that all the veins 

of the Furokura and Shikaku mines have been formed by the hot 

ascending solution, and the occurrenc巴 ofcalcite, feathered quartz and 

chalcedony as associated minerals may be taken as suggestive of the 

deposition of ore in shallow depths. 
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